
中
世
の
徒
弟
教
育
は
、
徒
弟
馴
鹿
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
叉
同
時
に
へ
“
〓
冗
の
手
工
柴
的
熟
練
の
要
求
を
前
放
と
し
て
い
た
。
即
ち
 
 

徒
弟
教
育
の
蟹
設
は
、
速
産
カ
の
発
展
段
階
か
ら
い
′
え
ば
、
手
工
菜
的
熟
練
が
生
産
技
術
の
中
心
を
し
め
、
生
産
関
係
の
側
面
か
ら
 
 

い
え
ば
、
従
弟
制
度
が
完
全
に
維
持
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
徒
弟
教
育
は
、
生
産
力
が
発
展
し
て
 

ギ
ル
ド
約
手
工
発
か
ら
工
場
制
手
工
柴
（
m
a
n
已
a
c
t
喜
・
M
ぎ
f
a
打
t
且
え
、
更
紅
磯
城
が
登
場
す
る
に
及
ん
で
、
磯
城
大
草
業
に
発
 
 

展
す
る
に
従
っ
て
次
第
軋
そ
の
存
立
条
件
を
失
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
機
械
大
工
覚
え
の
生
産
力
の
発
展
過
程
は
、
他
の
側
面
か
ら
み
 
 

れ
ば
、
同
時
に
資
本
主
番
的
生
産
関
係
の
成
立
過
経
で
も
あ
る
。
故
に
徒
弟
教
育
崩
壊
を
社
会
略
基
盤
か
ら
考
察
す
る
に
は
、
こ
つ
の
 
 

視
点
か
ら
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
の
視
点
は
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
を
、
毎
産
蹄
係
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
磯
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
 
 

は
、
徒
弟
教
育
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
徒
弟
制
度
の
崩
壊
過
程
を
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
成
立
の
過
経
に
お
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
第
二
の
視
点
は
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
を
、
生
産
力
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
観
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
産
技
術
の
変
革
 
 

㌢
、
そ
れ
に
基
く
労
働
の
変
化
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？
更
に
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
前
者
、
す
な
わ
ち
生
展
開
係
の
硯
点
 
 

か
ら
ほ
、
徒
弟
馴
鹿
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
、
ギ
ル
ド
の
変
質
あ
る
い
は
解
体
過
程
が
聞
置
と
な
り
、
後
者
、
生
産
力
の
視
点
か
ら
 
 

ほ
、
生
属
技
術
の
変
革
に
伴
っ
て
、
壷
土
柴
的
熟
練
の
地
位
が
裏
返
し
、
磯
城
労
働
者
が
登
場
す
る
過
程
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

】
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
（
二
）
 
 

四
 
徒
弟
激
育
の
崩
壊
 
 

動
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二
 
 

第
〓
十
混
巻
 
第
四
号
 
 

こ
の
二
つ
の
過
稗
は
、
決
し
て
分
離
し
て
独
立
に
進
展
す
る
過
程
で
は
な
い
。
両
者
ほ
相
互
に
規
定
し
、
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
然
し
 
 

な
が
ら
、
こ
ゝ
で
は
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
過
辟
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
一
応
分
離
し
て
考
察
し
、
本
節
で
は
、
主
と
し
写
生
塵
由
係
 
 

町
側
暫
か
ら
、
徒
弟
削
魔
の
崩
壊
過
程
を
、
′
「
次
の
第
五
節
で
は
、
主
と
し
て
生
産
力
の
側
面
か
ら
、
労
働
の
変
化
を
と
れ
あ
げ
る
こ
と
 
 

に
す
る
。
 

）
 
 
 

A
尭
ず
、
ノ
第
一
の
視
点
、
生
産
関
係
の
視
点
か
ら
■
、
鑓
弟
教
育
の
崩
壊
を
考
察
し
た
い
。
 
 

（
 
 
 

徒
弟
教
育
の
効
果
が
、
徒
弟
制
度
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
空
」
と
は
前
節
で
考
察
し
た
潜
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
徒
弟
教
育
は
 
 

徒
弟
制
度
が
崩
壊
す
る
に
従
い
次
第
打
数
背
約
機
能
を
失
う
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
徒
弟
制
度
の
崩
壊
慄
極
め
て
長
い
間
に
亘
 
 

っ
て
優
々
に
行
わ
れ
た
。
即
ち
崩
壊
打
端
緒
は
、
既
に
十
五
世
紹
か
ら
み
ら
れ
、
小
営
紫
、
工
場
削
手
工
菜
の
段
階
を
経
て
、
十
八
世
 
 

紀
の
産
業
革
命
に
お
よ
ん
で
決
定
的
に
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
崩
壊
過
程
は
、
同
時
に
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
成
立
の
過
程
 
 

で
あ
り
、
又
他
面
、
ギ
ル
ド
的
手
工
発
か
ら
、
′
機
械
大
工
栄
え
の
生
産
力
の
発
展
過
程
で
も
あ
っ
た
。
 
 
 

徒
弟
勧
慶
崩
壊
の
棉
緒
は
、
商
業
盟
本
接
頭
の
時
代
に
お
け
る
ギ
ル
ド
の
変
質
過
程
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
十
三
世
紀
以
後
 
 

封
建
主
義
的
生
産
関
係
ほ
、
次
第
に
没
落
し
は
じ
め
た
。
当
時
勃
興
期
虹
あ
っ
た
各
地
都
市
の
商
黄
資
本
ほ
、
新
し
い
世
界
市
場
を
探
 
 

求
し
、
そ
こ
に
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の
十
部
に
及
ん
だ
新
大
陸
発
見
の
時
代
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
大
陸
の
発
見
ほ
 
 

商
業
資
本
の
市
場
探
究
の
必
然
的
結
果
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
道
に
い
わ
ゆ
る
原
始
蓄
積
を
も
た
ら
し
て
、
封
建
主
義
か
ら
資
本
主
義
 
 

的
生
産
関
係
え
の
転
化
を
促
進
し
、
商
業
資
本
を
益
々
発
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
 
 

軋
世
の
ギ
ル
ド
は
元
来
市
場
生
産
で
は
な
く
、
白
衣
生
産
か
注
文
生
産
（
顧
客
生
瞥
 

に
限
ら
れ
て
い
、
た
。
然
る
に
、
商
葉
資
本
の
発
展
と
、
市
場
の
拡
大
は
、
ギ
ル
ド
を
注
文
生
産
か
ら
市
場
生
産
の
段
階
え
と
進
め
、
そ
 
 

こ
に
‡
葉
上
の
小
南
晶
生
産
が
登
場
し
、
生
産
者
ほ
、
硬
度
商
人
即
ち
問
屋
に
販
売
す
る
た
め
に
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
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る
「
小
営
業
」
（
狩
－
の
i
よ
e
W
乳
訂
）
の
段
階
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
ギ
ル
ド
ほ
次
発
に
変
質
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
 
 

で
あ
る
。
此
の
商
業
資
本
の
凝
建
と
市
場
生
産
は
、
勢
初
は
ト
小
樽
晶
生
産
藷
で
あ
る
親
方
に
と
っ
て
有
利
で
あ
っ
た
。
何
故
な
れ
ば
 
 

●
 
 

商
人
間
の
親
争
 

は
束
の
間
で
あ
っ
た
。
更
に
商
業
藍
本
が
発
達
し
、
′
問
屋
の
資
本
が
強
大
と
な
る
に
従
っ
て
親
方
ほ
次
訝
に
問
屋
に
従
属
す
る
よ
う
に
 
 

（
1
）
 
 

な
り
、
線
方
の
利
得
は
、
次
第
に
圧
迫
さ
れ
ほ
じ
め
た
。
こ
ゝ
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
問
屋
制
家
内
工
柴
（
H
e
i
旨
r
b
e
i
l
宕
ユ
a
g
）
が
 
 

成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
て
の
よ
う
な
親
方
風
対
す
る
商
業
農
本
の
圧
迫
は
、
直
援
ギ
ル
ド
を
撹
乱
す
る
よ
う
虹
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

商
柴
資
本
の
圧
迫
を
受
け
た
親
方
は
、
次
の
一
二
つ
の
方
向
に
動
い
て
い
ら
た
。
第
、
て
富
裕
な
親
方
は
自
ら
隠
屋
に
な
っ
・
て
、
小
親
 
 

（
2
）
 
 

方
藍
別
貸
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
讐
一
。
、
小
親
方
は
、
自
己
の
利
得
が
圧
迫
さ
れ
セ
た
め
、
次
第
に
自
分
は
勿
論
、
家
族
や
徒
弟
の
労
 
 

働
ま
で
も
強
化
し
て
、
自
己
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
欝
≡
。
小
親
方
は
更
に
自
己
の
地
位
の
安
定
を
ほ
か
る
た
め
に
、
徒
弟
や
職
 
 

人
か
ら
親
方
虹
な
る
横
合
を
奪
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
動
向
は
い
づ
れ
も
ギ
ル
ド
を
変
質
せ
し
め
、
徒
鼻
と
親
方
と
の
関
係
を
変
 
 

化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
常
山
の
富
裕
な
親
方
の
商
人
化
は
、
親
方
相
互
間
の
対
立
分
化
を
も
た
ら
し
、
ギ
ル
ド
の
主
導
権
は
 
 

一
般
組
合
員
か
ら
、
富
裕
な
親
方
で
あ
る
特
権
亜
合
員
え
、
更
に
そ
の
中
で
特
権
的
な
評
議
員
の
手
に
う
つ
り
、
ギ
ル
ド
ほ
彼
等
の
寡
 
 

（
3
）
 
 

頭
支
配
団
体
の
手
に
損
ら
れ
、
小
親
方
は
益
ヒ
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
の
、
職
人
や
徒
弟
の
労
働
の
強
化
籠
、
次
第
に
彼
 
 

等
の
不
満
を
招
き
、
親
方
と
徒
弟
と
の
親
額
な
関
係
ほ
、
対
立
的
な
関
係
に
転
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
叉
、
第
三
の
、
職
人
に
対
す
る
 
 

（
4
）
 
 

親
方
の
門
戸
閉
牒
は
、
親
方
に
な
る
機
会
を
失
っ
た
職
人
を
生
ぜ
し
め
、
彼
等
ほ
、
万
年
職
人
（
p
e
岩
a
n
e
n
t
j
O
彗
焉
y
m
a
n
）
と
な
 
 

っ
て
、
職
人
組
合
（
首
≡
風
音
害
訂
監
S
O
C
i
a
t
i
昌
）
を
結
成
す
る
に
至
っ
た
1
此
の
舶
合
ほ
十
四
世
紀
以
来
存
在
し
、
最
初
は
互
助
的
 
 

社
交
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
労
働
の
強
化
や
、
親
方
の
汀
戸
閉
鎖
に
よ
っ
て
、
親
方
に
対
す
る
不
満
が
増
大
す
る
に
従
い
、
次
 
 

（
5
）
 
 

欝
に
斗
争
的
餌
食
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
貧
し
い
親
方
は
生
産
手
段
を
失
い
、
職
人
は
親
方
に
な
る
磯
会
を
奪
わ
れ
、
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

三
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生
産
の
個
人
的
職
人
制
度
（
i
n
d
i
5
己
邑
・
C
邑
t
s
m
a
n
伊
u
意
e
m
）
の
も
と
に
お
い
セ
、
最
も
効
果
的
に
．
行
わ
れ
て
き
た
。
即
ち
、
そ
の
 
 

当
時
の
親
方
は
、
百
分
の
職
場
で
、
一
人
か
二
人
の
ご
く
少
数
の
線
弟
と
、
時
紅
ほ
二
・
二
名
の
職
人
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
 
 

た
々
生
産
ほ
つ
ね
に
小
規
模
で
あ
り
、
仕
事
場
は
普
通
親
方
の
家
庭
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
親
方
相
互
間
の
富
裕
な
親
方
と
小
輩
 
 
 

両
者
は
次
第
に
藍
本
主
轟
的
饗
労
働
者
に
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

以
上
啓
へ
た
ギ
ル
ド
の
変
質
過
程
は
、
同
時
に
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
成
立
過
経
で
あ
っ
た
が
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
 
 

、
／
－
、
、
、
 

、
、
、
、
－
、
－
、
、
、
、
、
 
 

条
件
は
既
に
こ
の
と
き
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
∴
徒
弟
教
育
崩
壊
の
第
一
の
原
因
ほ
、
親
方
と
徒
賂
と
の
関
係
の
変
化
に
あ
ら
わ
 
 

れ
た
。
徒
爵
教
育
は
、
親
子
関
係
と
呼
ば
れ
る
程
極
め
て
親
密
な
信
腰
関
係
ひ
上
空
且
っ
て
い
た
。
教
育
の
大
部
分
ほ
、
親
方
の
徒
弟
 
 

に
対
す
る
配
慮
、
い
わ
ゆ
る
「
親
心
」
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
商
業
資
本
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
親
方
は
徒
第
と
利
啓
が
 

対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
っ
即
ち
一
方
で
ほ
、
親
方
ほ
徒
弟
が
将
来
聾
刀
に
な
り
自
己
の
地
位
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
怖
 
 

れ
′
．
他
方
で
は
、
親
方
が
徒
弟
に
労
働
強
化
を
漉
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
親
方
と
徒
弟
と
の
関
係
は
、
ざ
次
第
に
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

信
頼
幽
係
か
ら
対
立
関
係
に
質
的
な
変
化
を
き
た
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
関
係
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
関
係
 
 

●
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
幣
階
梯
囲
係
か
ら
階
級
関
係
に
、
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
ほ
、
次
の
工
場
制
手
工
発
か
ら
械
械
大
工
業
の
段
階
え
と
、
部
 
 

展
す
る
に
従
？
て
益
と
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
緒
は
既
に
ギ
ル
ド
の
内
部
に
お
′
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
守
 
 

る
。
ホ
ヂ
ス
キ
ン
（
T
n
 
H
◇
d
粥
S
k
i
ユ
は
親
方
と
職
人
の
対
立
関
係
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
親
方
た
ち
は
そ
の
職
人
た
 
 

ち
と
同
様
に
労
働
者
で
あ
る
。
こ
の
性
格
に
お
い
て
は
、
彼
等
の
利
益
ほ
そ
の
職
人
た
ち
の
利
益
と
ま
さ
に
同
｛
で
あ
る
。
だ
が
彼
等
 
 
 

ほ
ま
た
、
資
本
家
で
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
資
本
家
の
代
理
人
で
あ
？
て
、
こ
の
点
で
は
、
彼
等
の
利
益
ほ
そ
の
職
人
た
ち
の
利
益
 
 

（
6
）
 
 

と
決
定
的
に
対
立
す
る
。
」
と
。
こ
の
こ
と
は
徒
弟
に
つ
い
て
も
又
同
様
で
あ
ろ
う
。
 
 

ヽ
－
ヽ
、
ヽ
ヽ
 
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
徒
弟
教
育
崩
壊
の
第
二
の
原
因
は
、
作
柴
場
の
規
模
の
増
大
に
伴
う
徒
弟
数
め
増
加
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
中
世
の
怨
弟
教
育
は
、
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

四  
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方
と
㌃
の
分
裂
は
、
嘉
で
は
、
小
親
方
を
圧
迫
し
、
徒
鼻
と
め
対
立
を
も
た
ら
し
た
が
、
他
方
で
は
、
生
産
規
模
の
拡
大
、
従
っ
で
 
 

作
菓
場
の
規
模
の
敦
大
を
生
ぜ
し
め
た
。
こ
の
作
共
場
の
規
模
の
拡
大
は
、
親
方
が
農
薬
藍
本
衆
に
成
長
し
、
家
内
工
業
か
ら
エ
場
別
 
 

事
工
業
に
発
展
す
る
に
従
っ
て
益
と
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
拡
大
の
過
緩
で
は
、
協
業
や
分
菜
が
極
め
て
大
き
い
役
 
 

割
を
落
し
た
。
特
に
分
菜
の
発
達
ほ
、
生
産
規
模
の
拡
大
と
従
弟
数
の
増
加
に
極
め
て
大
き
い
剃
戟
を
あ
た
え
た
。
か
よ
う
に
徒
鼻
数
 
 

が
増
加
す
る
と
、
親
方
は
も
う
個
々
の
徒
弟
に
、
前
と
同
じ
よ
う
な
注
意
を
払
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
教
育
も
次
等
に
等
閑
硯
さ
 
 

れ
る
に
至
っ
た
。
更
に
親
方
が
、
雇
主
と
い
う
性
格
を
と
る
に
及
ん
で
、
徒
弟
は
職
人
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
㌻
人
の
 
 

職
人
に
五
人
乃
査
十
人
の
徒
弟
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ゝ
紅
い
た
っ
て
、
徒
弟
の
教
育
に
は
殆
ど
注
意
が
払
わ
れ
な
く
な
り
、
徒
 
 

弟
ほ
、
蟹
鋭
で
魔
主
の
為
に
働
く
単
な
る
「
手
」
と
な
り
、
親
子
関
係
ほ
、
完
全
に
雇
傭
関
係
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
●
、
－
 
 
徒
弟
教
育
崩
壊
の
第
三
の
原
因
は
、
仕
事
場
と
家
庭
と
の
各
離
で
あ
る
。
呈
の
分
離
は
、
エ
場
削
手
工
糞
の
段
階
に
な
っ
て
明
瞭
に
 
 

な
る
◇
笈
上
述
の
、
親
子
関
係
の
虐
傭
蘭
係
え
の
転
化
も
、
工
場
制
手
工
業
に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
工
場
制
 
 

手
工
業
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

工
場
制
手
工
業
は
、
英
国
に
お
い
て
は
、
概
ね
十
大
世
紀
中
英
か
ら
十
八
世
紀
の
最
後
の
≡
分
の
山
廟
ま
で
支
配
的
に
行
わ
れ
た
生
 
 

産
過
経
の
特
徴
的
形
態
で
あ
る
。
工
場
制
手
工
業
の
初
期
の
形
態
で
は
、
労
働
者
の
数
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
以
外
に
ほ
、
ギ
ル
ド
約
 
 

手
工
尭
（
N
彗
f
t
l
g
e
 
H
a
n
d
w
e
計
i
n
d
邑
r
i
e
）
と
余
り
大
差
が
な
か
っ
た
。
即
ち
親
方
の
作
柴
場
が
た
ゞ
拡
大
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
 
（
8
）
 
 

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
工
場
制
手
工
共
は
、
次
第
に
形
態
が
明
瞭
に
な
る
に
つ
れ
て
、
次
の
二
つ
の
点
で
、
家
内
‡
菓
と
 
 

興
っ
て
く
る
。
第
蒜
、
エ
場
別
事
工
業
で
は
、
多
数
の
労
働
者
が
自
己
甲
佐
居
の
外
で
、
一
定
の
仕
事
場
に
集
中
さ
れ
、
企
業
家
の
 
 

指
揮
を
受
け
て
生
産
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
滞
二
に
、
帝
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
生
産
過
程
も
ま
た
企
葵
家
の
手
中
に
操
ら
れ
て
 
 

い
る
と
い
う
こ
と
。
此
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
ぅ
ち
前
著
の
仕
ノ
番
場
と
儀
磨
と
の
分
離
は
、
上
述
の
如
く
徒
弟
教
育
崩
壊
の
第
三
の
原
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

五
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／  

因
と
な
り
、
後
者
に
よ
っ
て
労
働
者
は
完
全
に
資
本
家
と
し
て
の
企
業
家
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
鷲
 
 
 

元
来
徒
弟
教
育
は
家
庭
生
括
を
中
心
紅
成
立
し
て
い
た
教
育
で
あ
っ
た
。
以
■
前
に
ほ
家
庭
が
広
い
多
方
面
の
仕
事
に
関
聯
し
、
仕
事
 
ヽ
 
 

場
は
家
庭
内
で
あ
っ
た
。
子
弟
た
ち
は
、
父
親
の
手
職
を
、
父
親
の
指
導
の
下
で
学
芸
か
、
何
か
別
の
職
菜
を
習
い
た
け
れ
ば
、
そ
 
 

の
親
方
の
教
え
を
う
け
、
親
方
の
豪
放
の
よ
う
に
な
っ
て
教
育
を
受
け
て
い
た
。
然
る
に
、
エ
場
利
手
工
業
の
段
階
に
い
た
っ
て
、
家
 
 

庭
生
活
の
性
質
や
凱
慶
が
変
化
し
は
じ
め
た
。
労
働
ほ
家
庭
外
で
行
わ
れ
、
父
親
は
一
日
中
他
の
エ
場
に
出
て
ゆ
く
よ
う
に
な
り
、
と
 
 

音
に
は
母
親
も
労
働
に
出
か
け
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
家
庭
内
で
教
育
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
此
 
 

砂
工
場
削
手
工
柴
の
段
階
で
は
、
仕
事
場
と
家
庭
と
の
分
離
に
よ
っ
て
、
家
庭
を
基
礎
と
し
た
徒
弟
教
育
を
崩
壊
せ
し
め
允
の
で
あ
る
 
 

が
次
の
磯
械
大
工
業
が
登
場
す
る
紅
お
よ
ん
で
、
児
童
労
働
の
使
用
が
可
能
に
な
る
や
、
両
親
は
経
済
的
圧
迫
ぁ
た
め
に
は
子
弟
の
労
 
 

へ
り
、
 
 

働
力
ま
で
も
資
本
家
紅
売
る
よ
う
必
′
な
り
、
児
童
の
肉
体
的
知
的
荒
廃
ほ
、
教
育
上
の
蚤
大
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
家
族
関
係
 
 

は
、
職
兼
教
育
成
立
の
基
礎
を
与
え
な
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
蓮
に
由
家
が
児
童
の
権
利
を
主
張
し
、
両
親
か
ら
傑
讃
し
な
け
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
0
）
 
 

ば
な
ら
な
べ
な
っ
た
と
い
う
審
態
ま
で
生
じ
た
の
で
あ
る
。
 
 

℃
て
行
わ
れ
た
盟
本
主
義
的
生
産
関
係
の
成
立
過
線
に
お
い
て
、
1
。
親
方
と
従
弟
と
の
関
係
の
対
立
化
、
す
な
わ
ち
、
親
子
関
係
か
 
 

∴
壁
上
は
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
を
、
生
産
関
係
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
Q
襲
す
る
、
に
徒
弟
教
育
は
、
ギ
ル
ド
の
解
体
を
通
 
 
 

ら
雇
傭
関
係
え
の
転
化
。
2
。
作
柴
場
の
規
模
の
拡
大
に
伴
う
徒
弟
数
の
増
加
。
3
。
仕
事
場
と
家
庭
と
の
分
幣
と
い
う
二
ぢ
の
崩
 
 

壊
原
因
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
く
、
中
世
の
徒
弟
教
育
は
生
盛
関
係
の
側
面
か
ら
み
て
も
、
次
第
に
崩
壊
す
べ
き
社
 
 

会
的
根
拠
を
有
し
て
い
た
の
セ
あ
る
が
、
哉
々
ほ
次
に
眼
を
転
じ
て
、
第
二
の
視
点
、
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
側
面
か
ら
従
弟
教
育
の
 
 

崩
壊
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

（
1
）
 
間
犀
制
家
内
工
業
に
つ
い
て
堀
江
保
蔵
氏
は
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。
「
要
す
る
に
問
屋
側
家
内
工
業
と
は
、
商
人
ま
た
は
商
人
化
し
た
手
エ
 
 
 

第
二
十
荒
巻
 
第
四
号
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



来
者
と
、
こ
れ
に
従
属
す
る
多
数
の
親
方
と
の
結
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
商
品
生
産
形
態
で
あ
？
で
、
前
者
は
後
者
に
原
料
を
提
供
し
、
資
金
を
前
 
 

貸
す
る
の
を
普
通
と
す
る
が
故
に
、
一
に
前
貸
制
魔
（
歪
ユ
p
粥
S
S
y
S
t
e
m
｝
p
岩
i
n
g
－
。
芸
y
s
t
昌
）
と
い
う
。
」
（
堀
江
保
蔵
 
「
西
洋
経
済
史
概
要
」
 
 
 

八
八
貢
）
 
 

（
2
）
 
当
時
「
同
職
組
合
法
ほ
、
仙
個
の
同
職
組
合
親
方
が
傭
用
し
ぅ
る
職
人
数
を
極
端
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
方
が
資
本
家
に
転
化
す
る
こ
 
 
 

と
を
計
画
的
に
妨
げ
た
。
ま
た
親
方
ほ
、
彼
自
身
が
そ
て
で
親
方
た
る
手
工
業
だ
け
し
か
職
人
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
同
職
組
合
法
は
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

そ
れ
に
対
立
す
る
唯
山
の
自
由
な
資
本
静
態
た
る
商
人
資
本
の
あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
嫉
妬
ぶ
か
く
防
禦
し
た
」
（
戸
M
a
H
舛
‥
D
a
s
内
a
p
i
t
a
－
〉
a
d
。
邑
s
k
i
j
s
 
 
 

A
u
s
g
a
b
e
．
㌣
S
．
甘
ヱ
然
し
な
が
ら
、
綽
局
ほ
ギ
ル
ド
も
資
本
主
義
成
立
の
必
然
的
過
程
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
発
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

言
）
 
こ
の
よ
う
に
階
級
分
化
の
上
に
立
つ
ギ
ル
ド
ほ
「
十
五
世
紀
型
特
権
組
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
堀
江
英
劇
 
「
西
洋
経
済
史
」
九
七
貢
）
 
 

（
4
）
 
親
方
は
 
（
1
）
親
方
製
作
（
m
a
芝
の
ゼ
e
C
e
 
m
卦
t
e
r
s
t
i
i
c
k
）
砿
頬
わ
し
い
規
定
を
設
け
 
（
2
）
入
会
金
、
酒
宴
金
を
引
上
げ
て
貧
し
い
者
の
加
 
 
 

入
を
不
可
能
に
し
、
（
3
）
親
方
の
子
弟
と
他
人
で
あ
る
職
人
と
の
差
等
を
設
け
る
等
の
方
法
セ
、
徒
弟
や
職
人
か
ら
親
方
に
な
る
機
会
を
奪
っ
た
の
 
 

／
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
職
人
組
合
は
、
先
ず
労
働
時
間
の
短
縮
と
質
銀
の
僚
上
を
要
求
し
、
更
に
は
職
人
に
対
す
る
詔
制
限
の
轍
靡
を
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
が
入
れ
 
 
 

ら
れ
な
い
と
き
は
、
仕
事
を
投
げ
出
し
て
都
市
か
ら
立
去
る
場
合
さ
え
あ
り
、
又
、
要
求
貫
徹
の
為
軋
は
同
盟
罷
工
を
行
い
、
と
き
に
は
流
血
の
惨
 
 

毯
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
カ
れ
る
。
然
し
、
斗
争
が
職
人
の
勝
利
に
終
る
こ
と
ほ
極
め
て
少
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
万
年
職
人
の
こ
と
を
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
（
F
”
E
蔓
l
0
0
）
ほ
「
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ユ
と
呼
ん
で
い
る
。
 
 

（
6
）
 
T
－
H
O
d
g
s
k
－
ロ
‥
L
a
b
O
喜
d
乳
昌
d
e
d
 
a
讐
i
宏
t
 
t
h
e
 
c
l
a
・
m
0
0
。
叫
C
a
p
l
t
a
－
e
t
c
・
－
0
0
N
∽
㌫
・
誓
 
 

（
7
）
 
L
e
e
‥
O
b
j
乳
t
－
完
∽
a
n
d
空
O
b
－
e
m
s
 
O
【
く
O
C
註
。
n
a
－
E
d
害
a
言
タ
 
p
◆
p
■
か
1
ベ
参
照
 

（
8
）
 
こ
㌧
」
に
い
う
家
内
工
業
と
ほ
、
ギ
ル
ド
が
解
体
し
て
、
次
常
に
資
本
の
支
配
匿
従
属
し
、
職
人
が
す
で
に
賃
労
働
者
に
近
づ
き
つ
ゝ
あ
る
手
工
 
 
 

東
を
指
す
。
ド
ッ
プ
（
芦
 
D
O
g
）
に
よ
れ
ほ
こ
の
家
内
工
業
は
†
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
ほ
最
も
典
型
的
な
生
産
形
態
で
あ
っ
た
。
 
 

／  

ヽ  

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

七   
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（
9
）
 
宣
誓
誉
 
D
監
内
a
p
i
t
阜
 
Ⅰ
．
S
．
き
↓
f
【
 
 
 

（
1
0
）
 
英
国
に
お
け
る
丈
六
六
軒
の
「
児
童
労
働
調
査
委
員
会
」
の
浸
終
報
告
に
云
う
「
男
女
の
児
童
を
維
か
ら
よ
り
も
寧
ろ
そ
の
親
た
ち
か
ら
保
 
 
 

辞
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
と
と
ほ
、
不
幸
に
し
て
諸
証
言
わ
全
体
か
ら
見
て
明
か
で
あ
る
。
」
（
M
a
r
舛
；
富
戸
a
p
i
t
a
＝
．
S
．
巴
∽
）
 
 

五
 
徒
弟
教
育
の
崩
囁
と
労
働
の
変
化
 
 

倒
さ
て
、
第
二
の
視
点
、
す
な
わ
ち
生
産
力
の
観
点
か
ら
徒
弟
教
育
の
崩
警
考
察
す
る
監
た
っ
て
ほ
、
ま
づ
何
よ
り
も
、
巷
魔
の
 
 

主
体
的
葵
因
で
あ
る
労
働
に
着
目
し
、
生
産
技
術
虻
変
革
に
と
も
な
う
労
働
の
変
化
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
来
 
ト
≠
r
 
 

職
発
教
育
は
労
働
力
養
成
教
育
で
あ
っ
た
。
徒
弟
教
育
も
手
工
業
時
代
の
労
働
様
式
に
も
と
づ
い
て
‥
手
工
業
的
熟
練
の
習
得
を
目
的
 
 

と
し
て
い
た
。
従
っ
て
生
産
力
の
発
展
に
も
と
づ
く
労
働
様
式
の
変
化
ほ
．
、
職
共
教
育
に
決
定
的
な
意
養
を
持
ち
、
か
1
る
生
産
力
の
 
 

要
求
に
適
合
し
な
い
職
乗
数
育
は
、
必
然
的
虹
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
運
命
を
持
．
つ
の
で
あ
㌃
。
次
に
、
徒
弟
教
育
を
崩
壊
せ
し
め
、
 
 

近
代
的
職
柴
教
育
を
成
立
せ
し
め
た
基
礎
を
形
成
す
る
労
働
の
変
化
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
 
 

先
ず
、
エ
場
削
手
工
柴
の
登
場
は
労
働
に
如
何
な
る
変
化
を
あ
た
え
た
か
。
エ
場
潮
手
工
業
ほ
、
分
業
に
基
く
協
業
の
典
型
的
形
態
 
 

で
あ
る
。
．
こ
こ
で
協
業
と
ほ
、
生
産
過
程
で
計
画
的
に
相
並
び
相
共
に
労
働
す
る
形
態
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
ゝ
る
協
業
の
範
囲
が
 
 

増
大
し
、
生
産
の
規
模
が
拡
大
し
、
労
働
者
の
数
が
増
加
し
て
く
る
紅
従
っ
て
、
多
数
の
労
働
者
の
作
業
の
指
揮
を
行
う
こ
と
が
必
要
 
 

に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
労
働
の
指
揮
機
能
は
、
筋
肉
労
働
と
の
対
立
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ギ
ル
ド
の
親
方
は
筋
肉
労
働
か
 
 

ら
解
放
さ
れ
、
義
の
親
方
ほ
盟
本
家
と
な
り
、
資
本
関
係
が
形
式
的
に
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
然
し
単
純
協
業
泳
火
体
払
お
い
 
 

て
労
働
様
式
を
変
化
さ
せ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
分
染
が
登
場
す
る
に
お
よ
ん
で
労
働
様
式
は
全
く
変
転
す
る
。
即
ち
「
エ
場
削
手
 
（
 

1
）
 
 

工
費
は
そ
れ
を
根
本
的
に
変
革
し
て
、
個
別
的
労
働
力
の
根
躁
を
襲
う
の
で
あ
る
」
エ
場
削
手
工
柴
の
段
階
に
お
け
る
労
働
の
変
化
ほ
 
 
 

第
二
十
五
巻
 
欝
四
号
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英
に
分
業
に
基
く
労
働
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
渇
。
 
 

分
業
に
は
周
知
の
如
く
、
社
会
内
の
分
業
即
ち
社
会
的
分
業
と
、
作
乗
場
内
の
分
菓
即
ち
披
解
約
分
業
と
が
あ
る
。
両
者
は
相
互
に
 
 

前
擁
し
あ
い
、
相
互
に
規
定
㌧
ぁ
、
つ
て
い
る
。
扱
術
約
分
業
換
言
す
れ
ば
工
場
制
手
工
業
約
分
業
は
、
す
で
軋
あ
る
発
展
段
階
ま
で
に
 
 

成
熟
し
た
社
会
内
の
分
業
を
必
要
と
す
る
。
追
に
ま
た
、
工
場
制
手
工
紫
的
分
業
は
反
作
用
的
に
、
か
の
社
会
的
分
柴
を
発
展
さ
せ
、
 
 

且
つ
倍
加
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
社
会
的
分
葉
の
発
達
は
職
業
を
専
門
化
し
、
専
門
朗
熟
練
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
が
、
山
方
、
工
場
制
争
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
エ
菜
約
分
菓
ほ
労
働
に
如
何
な
る
変
化
を
あ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
簡
単
に
い
う
な
ら
ば
、
エ
場
劇
手
工
業
約
分
葉
は
労
働
を
細
分
 
 

ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
・
ヽ
ヽ
・
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

し
、
労
働
者
を
不
具
な
部
分
労
働
者
に
陥
れ
た
の
で
あ
る
J
ギ
ル
ド
約
手
工
業
に
お
い
て
 

｛
2
）
 
 

く
つ
て
い
た
◇
と
こ
ろ
が
、
工
場
制
手
工
業
で
は
、
∴
労
働
者
ほ
、
そ
の
生
産
物
に
部
分
的
に
関
与
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
・
わ
よ
う
に
労
 
 

働
者
が
完
全
な
生
産
物
を
つ
く
ら
払
い
で
部
分
的
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
労
働
ほ
極
め
て
単
純
に
な
り
∵
精
神
的
機
能
と
肉
体
 
 

的
労
働
が
分
離
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
者
を
精
神
的
肉
体
的
崎
形
に
陥
れ
る
ト
j
と
は
、
社
会
の
分
染
∴
般
か
ら
も
生
じ
る
が
、
エ
 
 

場
削
手
工
集
約
分
業
は
、
労
働
部
門
め
社
会
的
分
割
空
別
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
独
自
の
故
術
約
分
菜
で
、
そ
れ
を
諭
〓
問
深
化
せ
し
 
 

め
た
の
で
あ
る
。
自
立
し
て
い
た
手
工
菓
薯
に
は
、
た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
知
識
、
洞
察
力
、
意
志
が
必
粟
と
さ
れ
て
い
た
。
 
 

透
こ
ろ
が
工
場
制
手
工
業
に
於
い
て
は
、
精
神
的
機
能
ほ
作
業
場
の
全
体
′
に
と
っ
て
必
要
な
だ
け
で
あ
っ
て
、
部
分
労
働
者
に
ほ
賓
求
 
 

さ
れ
な
い
ぎ
j
ろ
か
、
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
た
の
で
あ
る
。
精
神
的
機
能
は
今
や
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
他
人
の
所
有
と
し
て
、
 
 

叉
彼
等
を
支
配
す
る
カ
と
し
て
対
立
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
は
生
産
的
な
衝
動
も
素
質
も
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
 
 

る
。
そ
し
て
、
、
彼
等
は
熟
練
労
働
者
と
不
熟
練
労
働
者
と
に
等
級
的
に
編
制
せ
し
め
ら
れ
、
彼
の
部
分
的
な
熟
練
を
促
進
せ
し
め
ら
る
 
 

こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
労
働
の
細
分
、
特
に
精
神
と
労
働
の
分
離
は
、
数
多
の
人
々
に
注
目
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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第
二
十
芸
界
和
事
 
 

岩
 
 
 

〆
 
 

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
山
例
と
し
て
、
′
工
場
削
手
工
葵
時
代
の
経
済
学
者
と
呼
ば
れ
る
、
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
の
所
説
を
掲
げ
る
と
 
 
 

次
の
如
く
で
あ
る
。
「
分
業
が
進
む
と
、
労
働
に
よ
っ
て
生
宿
す
る
人
々
の
内
遊
か
に
大
部
分
を
占
め
る
人
々
、
即
ち
人
民
の
大
多
数
 
 
 

の
職
菜
は
、
棲
め
て
単
純
な
、
時
と
し
て
ほ
僅
竺
、
二
の
作
発
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
大
部
分
の
人
々
の
理
解
 
 
 

力
ほ
当
然
彼
等
の
日
常
の
職
柴
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
。
乾
し
て
そ
の
左
を
極
ぬ
て
単
純
な
作
菓
、
そ
の
作
業
の
結
鬼
も
ま
た
恐
 
 
 

ら
く
は
常
に
同
盲
あ
る
か
ま
た
は
同
這
近
い
よ
う
な
作
兼
の
操
作
に
過
ご
す
男
ほ
、
決
し
て
起
っ
て
こ
な
い
困
賂
を
取
除
く
方
法
 
 

蜜
欝
写
る
上
に
、
彼
の
珪
僻
カ
を
働
か
せ
た
り
、
発
明
カ
を
働
か
せ
る
機
会
を
蒋
つ
こ
と
は
な
小
。
そ
こ
で
、
自
然
に
そ
う
い
う
働
 
 
 

き
を
す
る
習
慣
を
失
い
、
人
間
と
し
て
可
能
な
限
り
の
愚
鋪
で
無
智
な
も
の
と
な
る
。
彼
の
心
の
働
き
が
遅
鈍
に
な
る
と
、
彼
ほ
何
か
 
 
 

筋
の
漁
っ
た
会
話
を
昧
い
又
ほ
そ
れ
に
与
る
こ
と
も
出
泉
な
い
だ
け
で
ほ
な
く
」
何
等
の
寛
大
な
、
高
歯
な
、
優
し
い
情
操
を
持
つ
こ
 
 
 

と
が
掲
来
な
く
な
り
、
従
っ
て
ま
た
私
生
活
匿
お
け
る
極
め
て
普
通
の
義
務
に
つ
い
て
さ
え
も
多
く
の
場
合
正
当
な
判
断
を
下
す
こ
と
 
 
 

が
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る
◇
‥
・
∵
疲
 

の
停
滞
的
な
生
括
の
単
調
さ
は
、
自
然
彼
の
勇
気
を
狙
慧
し
め
、
君
彼
を
し
て
軍
人
の
 
＼
 
 
 

不
規
則
1
不
安
定
、
冒
険
的
な
生
活
に
対
し
て
嫌
悪
を
抱
か
し
′
め
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
肉
体
の
括
動
力
さ
え
も
破
壊
し
、
 
 
 

彼
を
し
て
、
彼
が
仕
込
ま
れ
て
来
た
職
業
以
外
の
職
業
に
は
、
勇
気
と
忍
耐
と
を
以
て
彼
の
全
力
を
あ
げ
て
励
む
こ
と
を
不
可
能
に
す
 
 
 

亮
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
の
特
殊
的
な
仕
事
に
お
い
て
持
つ
熟
練
ほ
、
彼
の
知
的
、
社
会
的
、
武
勇
的
な
力
を
犠
牲
粧
し
て
獲
得
 
 
 

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
、
す
べ
．
て
の
進
歩
し
た
文
明
の
社
会
で
は
、
こ
れ
が
、
虜
倒
す
る
負
民
、
即
ち
大
多
数
の
人
民
が
、
政
 
 

（
3
）
 
 
 

麻
が
そ
の
防
止
に
特
別
の
労
苦
を
と
ら
な
い
限
り
ほ
必
然
的
に
偏
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。
」
か
よ
う
に
分
業
ほ
、
 
 

∵
労
働
大
衆
を
轟
縮
せ
し
め
無
知
愚
鈍
に
陥
れ
る
の
で
、
ス
ミ
ス
ほ
そ
れ
を
救
済
す
る
意
味
で
蒜
人
民
の
教
育
を
冷
饗
し
、
国
家
が
そ
 
 
 

の
教
育
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
如
く
、
エ
場
別
事
工
幾
は
、
手
工
業
的
澹
勤
を
分
裂
せ
し
め
、
労
働
を
細
分
し
、
舅
傲
者
を
部
分
労
働
者
に
陥
れ
た
結
果
、
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労
働
者
の
精
神
的
機
能
を
分
離
し
、
労
働
と
精
神
と
の
対
立
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
ね
。
然
し
な
が
ら
、
エ
場
利
手
工
柴
の
段
階
で
 
 

ほ
、
依
然
と
し
て
労
働
者
の
労
働
が
生
産
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
即
ち
生
産
過
簡
の
本
質
的
な
部
分
が
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
作
業
 
 

は
依
然
と
し
て
手
工
集
約
で
あ
り
、
個
別
労
働
者
の
力
、
′
熟
練
、
遜
度
、
確
寒
さ
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
手
工
業
的
 
 

潜
勤
払
分
裂
ほ
労
働
者
の
育
成
を
容
易
に
し
た
け
れ
ど
も
、
徒
弟
制
度
は
決
定
的
に
崩
壊
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
エ
場
別
事
工
菜
の
 

自
然
的
な
随
伴
物
と
な
り
、
専
門
的
な
熟
練
労
働
者
を
養
成
す
る
教
膚
的
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
徒
弟
制
度
は
 
 

工
場
手
工
繋
が
発
展
し
て
、
機
械
大
工
業
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
瀧
定
的
鱒
崩
壊
す
る
。
次
に
近
代
的
職
業
教
育
の
基
盤
を
な
し
 
 

て
ノ
い
る
磯
城
永
二
菜
の
成
立
雪
そ
れ
に
基
く
労
働
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
 

工
場
削
手
工
業
の
発
展
は
、
同
時
に
機
械
の
成
立
を
準
備
し
た
。
即
ち
、
叫
、
工
場
制
手
工
業
払
お
け
る
生
産
過
程
の
部
分
労
働
え
 
 

の
分
腰
は
、
概
観
導
入
の
可
能
性
を
あ
た
え
、
二
、
道
具
の
分
化
、
特
殊
化
、
ノ
夜
食
化
は
、
機
械
発
明
の
毒
能
隠
を
あ
た
え
、
三
、
 
 

（
4
）
 
 

専
門
的
な
熟
練
労
働
者
の
養
成
は
、
磯
城
操
縦
の
可
能
性
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
準
備
的
な
段
階
の
上
に
立
っ
て
横
線
 
 

が
登
場
ん
た
。
こ
の
械
械
の
登
場
は
所
謂
「
届
柴
草
命
」
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
．
産
業
革
命
は
、
小
七
七
〇
年
代
か
ら
約
 
 

有
年
聞
に
亘
っ
て
欣
州
各
国
で
行
わ
れ
た
。
、
即
ち
、
〆
イ
奉
り
ス
で
は
、
一
七
大
九
年
の
丁
－
ク
ラ
イ
ト
の
水
力
紡
績
機
の
発
明
を
中
心
 
 

と
す
る
多
数
の
機
械
の
発
明
に
よ
っ
て
一
七
七
〇
年
代
か
ら
、
一
フ
ラ
ン
ス
で
は
稚
遅
れ
て
一
入
二
〇
年
代
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
ほ
山
八
五
 
 

〇
年
頃
か
ら
起
っ
て
次
第
に
せ
鼎
各
国
妃
及
ん
だ
。
こ
の
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
封
建
的
讃
削
慶
は
決
定
的
な
打
撃
を
う
け
、
そ
れ
に
 
 

か
わ
っ
て
近
代
的
な
盟
本
別
生
産
様
式
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
機
械
大
工
柴
は
実
に
こ
の
盛
栄
革
命
の
所
産
灯
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

そ
こ
で
、
擁
械
大
王
菜
の
登
場
は
、
労
働
に
如
何
な
る
変
化
を
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
簡
単
に
い
え
ば
機
械
削
大
・
工
業
が
登
場
す
 
 

ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
、
、
ヽ
ヽ
、
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
、
、
ヽ
、
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
、
ヽ
ヽ
ヽ
 
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
中
心
が
労
働
者
か
ら
機
械
に
移
り
、
労
働
者
が
機
械
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
手
工
 
 

柴
や
、
工
場
制
手
工
染
の
時
代
償
お
け
る
道
具
（
慧
r
k
N
昌
粥
）
に
か
わ
っ
て
、
機
械
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
ず
、
手
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

〓
 
 
 

げ
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第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

一
二
 
 

王
薬
用
の
道
具
が
、
道
具
機
（
宅
e
r
k
畠
点
S
m
a
S
C
F
i
n
e
）
に
転
化
す
る
と
、
道
具
を
線
縦
す
る
労
働
と
し
て
の
入
間
を
排
除
し
、
発
動
 
 

磯
昏
w
e
g
u
n
g
㌢
邑
i
且
が
動
力
と
し
て
の
人
間
に
か
わ
り
、
こ
の
発
動
械
に
よ
る
運
動
を
道
具
機
に
配
分
し
、
 

磯
（
T
r
a
宏
m
i
邑
昌
買
e
C
訂
n
i
昌
邑
が
盤
僻
さ
れ
る
こ
と
紅
よ
っ
て
、
生
産
の
中
心
は
究
仝
に
人
間
か
ら
離
れ
て
機
械
の
手
に
移
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
転
「
土
場
削
手
工
兼
お
よ
び
手
工
共
に
お
い
て
は
労
働
者
が
道
具
を
自
ら
に
奉
仕
さ
せ
、
工
場
に
お
い
て
ほ
労
 
 

（
5
）
 
 

働
薯
が
磯
城
笹
奉
仕
す
る
。
」
と
い
う
遁
転
が
生
じ
た
。
生
産
の
金
過
程
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
労
働
者
は
、
遂
に
磯
城
の
附
属
物
に
な
 
 

り
、
常
に
由
一
の
部
分
的
労
働
の
み
を
行
い
、
生
産
の
全
過
程
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
指
揮
権
ほ
先
金
に
藍
本
家
の
手
に
移
っ
た
。
 
 

こ
の
よ
う
な
械
械
の
登
場
の
必
然
的
結
果
と
し
て
生
じ
た
労
働
の
変
化
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
●
ヽ
 
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

第
」
に
、
機
械
は
、
健
柴
を
必
然
な
ら
し
め
た
。
械
械
は
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
が
、
共
同
約
な
労
働
に
よ
っ
て
の
み
校
紀
す
る
。
 
 

城
械
の
本
性
に
よ
っ
七
、
労
働
過
程
の
協
兼
的
性
格
が
決
定
さ
れ
、
技
術
的
必
然
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
 
 

ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

第
〓
′
に
、
．
磯
城
は
、
分
柴
を
益
と
分
化
せ
し
め
る
っ
磯
城
経
営
は
工
場
制
手
工
柴
に
く
ら
べ
て
、
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
分
業
を
促
進
 
 

す
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
磯
城
の
採
用
と
分
業
の
促
進
と
は
、
相
互
監
別
捷
し
あ
い
、
親
愛
し
あ
っ
て
い
る
。
労
嘲
の
細
分
が
、
労
働
 
 

者
を
療
㌻
不
具
な
部
分
労
働
者
に
陥
れ
る
点
で
ほ
、
工
場
削
手
工
業
の
分
業
ど
同
様
で
あ
る
。
然
し
、
機
械
大
工
業
の
分
業
は
、
工
場
 
 

制
手
工
業
と
労
働
過
程
の
分
割
原
理
に
お
い
て
興
っ
て
い
る
。
即
ち
工
場
制
手
工
業
で
は
、
労
働
者
ほ
手
道
具
を
持
っ
て
、
分
割
さ
れ
 
 

た
特
殊
な
部
分
過
緯
即
ち
労
働
過
経
の
一
部
分
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
労
働
者
が
労
働
過
経
あ
二
部
分
に
通
合
 
 

さ
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
山
方
で
は
予
め
労
働
通
産
が
労
働
者
に
適
合
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
主
体
的
な
分
割
原
理
ほ
、
機
械
大
工
 
 

柴
の
機
械
的
生
産
に
お
い
て
は
消
滅
す
る
。
労
働
過
緩
の
主
導
権
は
、
最
早
労
働
者
の
手
か
ら
機
械
に
移
っ
て
い
る
。
従
っ
て
機
械
大
 
 

工
幾
に
お
け
る
分
業
ほ
特
殊
化
さ
れ
た
諸
機
械
の
聞
え
の
鼻
働
者
の
配
分
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。
又
労
働
退
路
の
分
割
、
部
分
過
経
 
 

の
遂
行
、
お
よ
び
程
々
の
部
分
過
経
の
結
合
の
問
題
ほ
、
械
械
学
や
化
学
等
の
技
術
的
虐
用
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
労
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働
薯
の
主
体
的
条
件
は
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

彗
重
機
械
は
、
労
訂
が
釘
付
訂
が
ら
し
め
る
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
、
分
柴
の
登
場
が
労
働
を
細
分
し
、
労
働
か
ら
精
神
的
磯
 
ヽ
ヽ
 
 
 

能
を
奪
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
機
械
ほ
分
業
を
促
進
し
て
、
こ
れ
に
拍
軍
を
か
け
る
。
叉
そ
の
上
紅
、
手
工
業
的
熟
練
を
根
底
か
ら
破
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
壊
す
る
。
即
ち
磯
城
大
工
菜
ほ
秘
伝
の
ヴ
ヱ
ー
ル
な
と
り
は
ら
う
。
最
早
、
秘
伝
や
専
門
的
熟
練
ほ
必
車
で
な
く
な
り
、
労
働
ほ
均
等
 
 

化
し
、
水
平
化
す
る
傾
向
を
示
す
は
ぅ
虹
な
る
？
大
工
業
労
働
者
の
持
つ
熟
練
、
即
ち
磯
城
運
転
の
為
の
熟
紋
は
、
盾
然
科
学
、
技
術
 
 

学
、
自
然
力
、
社
会
的
集
団
労
働
等
に
く
ら
べ
る
と
、
と
る
に
た
ら
ぬ
附
属
物
に
な
っ
て
い
る
、
エ
場
利
手
工
菜
で
ほ
、
ま
だ
熟
練
労
 
 

働
窄
と
不
熟
練
労
働
者
と
の
区
別
が
あ
り
、
両
薯
の
間
に
境
界
が
あ
っ
た
。
然
し
、
磯
城
大
工
菟
は
、
両
者
の
区
別
を
排
除
し
、
不
熱
 
 

練
料
働
薯
を
密
及
せ
し
め
る
傾
向
を
示
す
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
一
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
最
後
に
、
椀
械
ほ
、
筋
力
を
不
要
な
ら
し
め
た
。
労
働
者
が
道
具
を
使
用
し
て
い
る
間
は
、
或
る
経
度
の
熟
練
と
と
も
に
、
筋
力
も
 
 

必
要
と
さ
れ
て
い
た
じ
然
し
な
が
ら
、
磯
城
が
登
場
す
る
と
、
労
働
者
の
筋
力
は
痍
械
が
か
わ
っ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
最
早
 
 

筋
力
は
不
要
に
な
っ
た
。
そ
の
経
典
、
筋
力
な
き
婦
人
層
働
や
児
童
鼻
働
を
使
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ほ
、
婦
人
や
児
童
の
 
 

肉
体
的
荒
廃
、
精
神
的
秦
縮
、
道
徳
的
徽
廃
を
生
ぜ
し
め
て
、
教
育
上
は
勿
論
の
と
と
、
人
道
上
か
ら
も
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
問
題
を
 
 

お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

と
の
よ
う
な
労
働
の
諸
変
化
の
う
ち
、
職
業
教
育
の
磯
点
か
ら
最
も
意
要
な
こ
と
は
、
機
械
が
手
工
業
的
熟
練
を
不
要
な
ら
し
め
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
科
学
や
技
術
学
の
登
場
を
可
能
な
ら
し
め
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
職
兼
教
育
の
可
能
性
が
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

然
し
な
が
ら
、
他
方
で
ほ
、
此
の
労
働
の
変
化
ほ
幾
多
の
悲
観
的
見
解
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
。
分
灘
に
よ
る
精
神
と
労
働
と
の
対
立
に
 
 

も
と
づ
く
悲
胡
的
見
解
は
既
に
ス
ミ
ス
の
引
用
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
り
磯
城
大
工
葉
の
資
本
制
形
態
は
、
精
神
と
労
働
と
の
対
立
を
そ
 
（
6
）
 
 

の
ま
ゝ
再
生
産
す
る
の
で
、
そ
の
教
育
的
弊
層
ほ
、
シ
ス
を
ン
デ
イ
∴
L
・
S
・
S
i
s
m
昌
d
i
）
ク
ム
ス
ン
（
辛
苦
。
m
S
昌
）
フ
ァ
ー
ガ
 
 
 

山
三
 
 
 

戯
業
教
習
の
歴
史
的
基
礎
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讐
十
墓
骨
 
 

蒜
 
 

（
8
）
 
 
 

（
ヱ
 
 

ス
ン
（
A
・
F
e
蔓
誉
）
三
ツ
ヒ
サ
ー
（
戸
B
腎
訂
r
）
マ
ヤ
ク
ス
等
の
社
会
科
学
著
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ち
れ
て
い
る
。
叉
、
言
 
 

ノ  

（
1
〇
一
 
 

ス
（
声
M
星
s
）
や
、
∴
フ
を
ン
（
…
u
s
k
i
n
）
も
、
資
本
主
義
の
機
械
的
労
働
を
嫌
悪
し
、
中
世
の
芸
術
的
労
働
隠
密
芙
し
た
〃
 
 

し
れ
ら
の
諸
学
潜
の
指
摘
す
る
弊
蓉
ほ
要
す
る
に
、
磯
城
労
働
ほ
、
人
間
の
精
神
的
及
び
肉
体
的
発
達
を
破
壊
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
 
 

ヽ
ヽ
 
 

あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
労
働
が
人
間
の
精
神
的
或
ほ
創
造
的
活
動
を
伴
わ
な
い
単
調
な
機
械
的
労
働
に
転
化
す
る
結
果
、
・
労
働
の
創
 
 

ヽ
ヽ
 
造
的
歓
び
を
感
ず
る
こ
と
も
出
来
な
け
れ
ば
、
精
神
的
括
勤
を
発
達
せ
し
め
る
こ
と
も
出
盛
な
い
。
第
二
に
、
労
働
が
機
械
に
従
属
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
1
）
 
 

山
南
的
な
単
調
な
労
働
に
転
化
す
る
締
典
、
神
経
系
統
を
極
度
に
疲
労
せ
し
め
、
肉
体
的
崎
形
化
を
も
伴
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

よ
う
な
労
働
の
非
人
開
化
の
結
果
、
労
働
意
欲
は
必
然
的
に
低
下
す
る
、
従
っ
て
従
来
ほ
、
労
働
と
結
合
し
、
労
働
者
の
中
か
ら
生
じ
た
 
 

労
働
歌
や
リ
ズ
か
運
動
が
、
道
に
労
働
意
欲
を
増
進
し
、
軒
働
艶
化
を
喚
超
す
る
た
め
に
、
他
律
的
に
利
用
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 
 

益
†
労
働
の
軟
び
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
し
て
、
徒
弟
教
育
の
基
礎
ほ
機
械
大
工
柴
に
お
い
て
究
仝
に
崩
壊
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
徒
弟
添
ほ
鮒
八
一
四
年
に
廃
止
さ
れ
、
 
 

叉
ウ
ラ
ン
ス
で
軋
壱
八
九
年
町
フ
ラ
ン
ス
革
命
当
時
、
ド
イ
ツ
で
は
完
六
〇
年
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
徒
儲
軋
関
す
る
規
定
が
廃
止
さ
 
 

れ
た
。
徒
弟
削
虔
は
最
早
一
部
の
手
工
業
的
聴
覚
部
門
紅
お
い
て
、
僅
か
に
存
祝
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
も
徒
賂
の
仝
労
働
者
の
 
 

申
で
占
め
る
比
率
ほ
次
第
に
減
少
し
っ
つ
あ
る
。
例
え
ば
最
近
の
米
国
の
製
造
業
、
連
投
柴
、
鉱
染
ぬ
お
け
る
徒
弟
数
の
仝
労
働
者
数
 
 

に
対
す
る
比
率
は
、
一
入
六
〇
年
で
は
、
三
三
対
山
で
あ
つ
た
が
、
一
八
八
〇
年
で
は
、
八
七
対
山
、
一
八
九
〇
年
で
ほ
六
二
対
一
、
 
 

一
九
〇
〇
各
で
ほ
八
八
対
一
、
一
九
一
〇
年
で
は
九
八
対
一
、
山
九
二
〇
年
で
ほ
で
0
0
対
一
、
一
九
三
〇
年
で
は
一
九
六
対
一
、
－
 
 

γ
 
 
 

（
1
2
）
 
 

九
四
〇
年
で
は
仙
八
〇
対
一
と
顕
著
な
減
少
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

徒
弟
制
度
の
崩
壊
原
因
は
、
幾
多
の
職
柴
教
育
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
、
ペ
ン
ネ
ツ
斗
民
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
を
 
 

「
要
す
る
誓
孟
。
の
徒
弟
制
度
ほ
、
動
力
機
（
p
箋
e
車
m
a
c
F
i
n
＆
の
轟
明
と
利
用
、
工
場
馴
鹿
の
発
達
、
及
び
賃
銀
単
働
軋
対
す
る
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（
1
5
）
 
 

（
1
4
）
 
 

（
㍑
）
 
 

経
え
ざ
昂
需
要
に
よ
っ
セ
尉
壊
し
た
と
み
ら
れ
る
」
と
。
其
の
他
、
ケ
ラ
ー
（
『
・
舛
e
〓
e
ユ
ダ
グ
ラ
ス
（
憎
り
H
・
D
O
塁
a
s
）
 
プ
オ
 
 

（
1
6
）
 
 

ツ
サ
●
ギ
グ
レ
イ
両
氏
（
C
．
A
．
守
O
S
S
e
巧
P
已
づ
巾
H
・
曾
i
昔
y
）
等
の
諸
兄
僻
に
つ
い
て
み
て
も
概
ね
同
様
の
見
解
が
み
ら
れ
 
 

る
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
の
見
解
で
は
、
徒
弟
制
度
の
崩
壊
を
、
盟
本
主
義
的
生
産
様
式
成
立
の
必
然
的
な
歴
史
的
過
程
蔽
お
い
て
把
 
 

握
し
て
、
い
な
い
よ
う
鱒
思
わ
れ
る
。
お
よ
そ
へ
教
育
は
す
べ
て
イ
デ
オ
P
ギ
一
形
態
と
し
て
、
社
会
の
下
部
構
造
か
ら
規
定
を
受
け
て
 
 

い
る
㌻
教
育
の
中
で
も
、
特
に
職
業
教
育
は
労
働
力
養
成
教
育
と
レ
て
、
社
会
の
下
部
構
造
か
ら
深
く
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

従
っ
て
、
職
業
教
育
の
歴
史
的
変
化
、
特
に
中
世
の
徒
弟
教
育
の
崩
壊
原
因
と
い
う
問
題
は
、
．
社
会
の
下
部
構
造
の
変
化
、
換
言
す
れ
 
 

ば
封
建
主
粛
的
生
産
棟
式
か
ら
盟
本
主
襲
的
生
産
棟
式
え
の
歴
史
的
必
然
の
過
程
の
申
か
ら
把
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

上
記
諸
氏
の
論
文
は
、
何
れ
も
徒
昇
教
育
崩
壊
の
社
会
科
学
的
考
察
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
徒
弟
教
育
 
 

崩
壊
原
因
の
把
捉
に
関
し
て
は
、
若
干
の
不
満
針
抱
か
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
襲
す
る
に
、
徒
第
教
育
の
崩
壊
を
、
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
二
つ
の
観
点
に
わ
け
て
考
察
し
、
生
産
関
係
の
側
面
か
ら
は
、
 
 

産
業
革
命
に
よ
る
機
械
犬
工
業
の
誉
場
以
前
に
、
既
に
ギ
ル
ド
の
隙
体
過
程
に
お
い
て
崩
壊
原
因
が
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
叉
、
生
産
 
 

力
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
磯
械
大
工
業
の
登
場
が
、
徒
弟
教
育
崩
壊
の
決
盤
的
賓
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
代
的
職
柴
教
育
成
立
の
拳
 
 

盤
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
㌧
」
ゝ
で
喜
断
つ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
生
産
力
 
【
 
 

と
生
産
酪
係
は
冒
頭
（
啓
口
要
義
）
k
お
い
て
ふ
れ
た
如
く
、
決
し
て
単
に
対
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
統
一
し
て
い
る
画
も
 
 

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
ゝ
鼠
統
一
の
概
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
上
述
？
生
産
臨
係
の
変
化
は
、
当
時
封
建
主
義
的
生
産
関
係
の
枠
内
に
あ
 
 

っ
て
次
第
に
発
展
し
て
い
た
生
産
力
が
、
従
来
の
生
産
関
係
と
矛
盾
し
、
そ
の
変
革
と
適
応
を
張
糾
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
 
 

来
る
。
従
？
て
、
直
哉
は
生
産
関
係
の
変
化
の
諸
結
果
と
し
て
把
挺
し
た
徒
弟
教
育
の
崩
壊
原
因
、
即
モ
 

う
親
方
と
徒
弟
と
の
関
係
の
変
化
、
徒
弟
数
の
増
加
、
仕
事
場
と
家
庭
と
の
分
離
な
ど
の
諸
現
象
も
、
窮
極
に
お
い
て
は
生
産
力
の
凝
 
 

山
五
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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小
六
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

展
軋
基
因
し
、
生
温
カ
の
発
展
に
適
応
せ
ん
と
す
る
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
中
世
の
生
産
関
係
 
 

特
に
徒
弟
制
度
の
上
埠
成
立
し
て
い
た
徒
弟
教
育
ほ
、
そ
の
生
産
関
係
が
生
産
力
と
矛
盾
す
る
に
至
っ
て
、
当
然
そ
の
成
立
基
盤
を
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
t
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

喪
失
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徒
弟
教
育
の
朋
壊
は
、
極
言
す
る
な
ら
ば
、
生
産
力
と
生
産
財
係
の
矛
盾
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
 
 

の
必
然
的
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
の
決
定
的
な
要
因
が
、
生
産
力
の
飛
躍
的
発
展
と
資
本
主
義
的
 
 

生
産
関
係
の
完
成
を
も
た
ら
し
た
敵
城
大
工
柴
の
教
場
セ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
さ
き
に
附
い
た
生
産
関
係
と
生
産
力
の
二
つ
の
 
 

視
点
ほ
、
現
象
面
を
整
理
し
て
考
察
せ
ん
と
し
た
、
現
象
的
な
直
感
平
面
に
立
つ
槻
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
 
 

生
産
力
と
生
産
図
像
を
統
山
的
に
把
接
す
る
限
り
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
は
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
の
必
然
的
締
具
に
ほ
か
な
ら
な
 
 

い
こ
と
を
、
再
び
強
調
し
て
お
き
た
い
。
 
 

（
1
）
 
只
㌧
冨
a
r
㌍
 
D
a
s
声
a
p
・
邑
〉
－
一
S
・
誓
0
0
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

（
ヱ
 
マ
ル
ク
ス
は
い
う
「
工
場
制
手
工
業
約
分
発
を
性
格
づ
け
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
？
∴
部
分
労
働
者
は
商
品
な
る
も
の
は
生
産
し
な
い
と
い
う
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

こ
と
で
あ
る
。
部
分
労
働
者
た
ち
の
共
同
生
産
物
に
し
て
初
め
て
商
品
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
」
（
M
a
r
よ
 
D
a
s
同
a
p
・
t
a
＝
．
S
誓
N
）
 
 
 

（
3
）
 
A
・
S
m
i
t
h
‥
T
－
・
e
尋
冨
－
t
F
。
【
2
a
t
；
n
S
こ
ヨ
か
）
 
M
O
d
雪
B
 
L
i
b
r
a
r
y
 
e
d
」
冨
↓
V
 
p
p
・
㌶
か
1
謡
∽
 
大
内
兵
衛
訳
 
岩
波
文
悍
版
 
第
四
分
冊
 
 
 

一
八
二
頁
2
一
八
三
頁
 
 
 

（
4
）
 
レ
ー
テ
ン
ほ
、
放
械
大
工
業
へ
の
準
備
鍬
段
階
と
し
て
の
分
業
の
必
要
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
次
の
二
つ
の
事
情
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
辟
 
 
 

一
に
は
、
多
く
の
混
も
簡
単
な
純
機
械
的
作
美
え
の
生
産
過
程
の
分
解
が
初
め
て
放
械
を
移
入
す
を
可
能
性
を
与
え
る
；
…
…
。
特
に
力
説
す
る
必
 
 
 

要
が
あ
る
第
〓
の
事
情
は
、
工
場
制
手
工
業
に
よ
る
熟
練
労
働
者
の
蕃
成
で
あ
る
。
も
し
そ
の
背
優
に
工
場
制
手
工
業
に
よ
る
労
働
者
の
蕃
成
の
民
 
 

年
月
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
大
隠
械
工
業
は
改
、
革
彼
の
時
期
に
か
く
も
急
速
に
発
展
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
（
レ
ー
ニ
ン
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
 
 

資
本
主
義
の
発
達
、
真
理
社
版
 
六
三
三
頁
以
下
）
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｛
5
）
 
M
a
r
H
‥
D
a
0
0
舛
a
p
i
邑
〉
 
H
u
 
S
・
中
富
 
 

（
6
）
W
・
タ
ム
ス
ソ
は
次
の
如
く
い
う
「
学
識
の
所
有
者
と
生
産
労
働
者
と
は
相
互
に
甚
だ
し
く
引
離
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
科
学
は
、
労
働
 

嘉
白
身
の
生
産
話
力
を
彼
自
身
の
た
め
に
増
加
さ
嘗
是
め
に
役
′
の
手
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
′
殆
ん
ど
到
る
と
こ
ろ
で
労
働
者
に
対
立
し
て
い
る
 
 
 

…
知
識
は
、
労
働
か
ら
分
離
さ
れ
且
つ
労
働
に
対
立
さ
せ
ら
れ
う
る
一
つ
の
道
具
と
な
る
、
の
で
あ
る
。
」
（
声
T
F
昌
S
呈
A
n
H
蔓
i
r
y
i
n
t
。
 
 

－
h
e
p
旨
c
－
p
l
e
s
 
O
－
D
I
s
－
r
i
訂
已
n
 
O
叫
 
d
訂
a
－
1
F
－
L
O
n
d
n
〉
－
0
0
岸
p
・
誓
£
 
 

（
7
）
 
フ
ァ
ー
カ
ソ
ソ
ほ
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
「
実
際
、
槻
械
的
技
術
の
多
く
の
も
の
ほ
、
何
ら
能
力
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
 
 

感
情
と
理
性
が
全
く
抑
圧
さ
れ
た
場
合
に
、
最
も
よ
く
功
を
収
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
無
智
ほ
迷
信
の
母
で
あ
る
と
共
に
勤
勉
の
母
で
も
拳
ヱ
 
 

（
A
宣
£
宏
喜
‥
㌢
E
小
笠
y
。
て
訂
H
I
s
l
O
↓
旬
。
”
C
i
邑
S
。
C
i
e
l
ゴ
ー
謀
べ
）
大
道
安
次
郎
訳
、
三
五
六
頁
）
 
 

（
8
）
 
ピ
号
ヒ
ヤ
ー
り
労
働
に
対
す
竃
見
解
妃
っ
い
て
は
、
福
井
孝
治
労
働
に
関
す
る
二
莞
祭
経
済
学
雑
誌
第
二
十
一
讐
、
二
、
三
号
 
 

十
三
頁
以
下
参
照
 
 

す
）
 
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
を
説
明
し
っ
つ
い
ち
。
「
労
働
は
労
働
者
に
対
し
て
外
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 
 

彼
は
彼
の
本
質
に
属
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
労
働
者
は
、
彼
の
労
働
に
お
い
て
自
分
富
是
し
な
い
で
否
定
す
る
。
幸
福
で
は
な
く
て
不
孝
を
 
 

感
じ
告
白
由
は
肉
体
的
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
彼
の
肉
体
を
辛
苦
さ
せ
彼
の
精
神
を
荒
擬
さ
せ
る
。
だ
か
ら
労
 
 

働
者
は
労
働
の
外
部
で
は
じ
め
て
自
己
の
も
と
に
あ
る
と
感
じ
、
労
働
の
な
か
で
ほ
自
己
の
そ
と
に
あ
る
と
感
じ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
と
哲
 
 

学
転
関
す
る
手
稿
」
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
補
巻
四
、
三
〇
三
頁
）
 
 

（
1
0
）
 
モ
リ
ス
は
、
現
代
文
明
の
下
で
、
何
故
芸
術
が
栄
亡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
考
え
、
そ
の
原
因
を
人
間
の
労
働
権
式
の
変
化
に
求
め
 
 
 

て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
労
働
を
、
想
像
的
労
働
（
1
m
a
g
＝
－
a
t
i
く
…
。
r
k
）
知
的
労
働
（
i
…
l
－
e
c
t
邑
w
。
旦
機
械
的
労
働
（
m
e
。
訂
n
．
。
a
l
喜
王
の
 
 

ニ
；
に
お
け
、
想
像
的
労
働
ほ
芸
術
的
労
働
で
あ
る
が
、
文
明
が
進
む
に
従
っ
て
、
次
第
に
反
芸
術
的
或
は
芸
術
破
壊
的
な
機
械
的
労
働
に
転
化
す
 
 

る
こ
と
を
味
喫
し
て
い
る
。
（
森
戸
辰
男
 
オ
ク
エ
ソ
・
モ
リ
ス
 
昭
和
土
二
牢
二
三
二
買
以
下
参
照
）
 
 

職
禁
教
胃
の
歴
史
的
基
礎
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、   欝
〓
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

一
八
 
 
 

（
1
1
）
 
「
機
械
労
働
は
神
経
系
統
を
極
度
に
疲
ら
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
一
方
、
筋
肉
の
多
面
的
避
動
を
抑
圧
し
、
ま
た
一
切
の
自
由
な
肉
体
的
 
 

精
神
的
活
動
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
」
（
M
a
一
書
 
D
a
s
内
a
p
i
t
a
＝
u
 
S
．
全
土
 
 

（
㍑
）
】
㌫
と
彗
p
n
d
H
a
m
b
u
r
g
e
r
ご
d
蔓
喜
ど
I
n
d
邑
r
i
a
－
A
g
こ
貰
p
・
望
 
 
 

（
1
3
）
 
ど
曳
（
長
官
t
i
く
e
S
a
n
d
竹
r
。
b
訂
m
s
′
○
【
ぎ
c
a
t
i
O
n
a
l
 
E
d
宍
a
t
i
q
ヂ
p
．
】
か
 
 
 

（
空
 
ケ
ラ
ー
氏
ほ
い
う
。
「
徒
弟
制
度
は
、
経
済
的
及
び
産
業
的
諸
条
件
と
共
に
動
持
し
て
い
る
。
…
…
…
徒
弟
制
度
自
体
に
危
機
が
あ
る
の
み
な
 
 

ら
ず
、
又
訓
練
の
性
格
が
時
代
と
環
境
と
共
に
著
し
く
変
化
す
る
」
（
『
小
声
e
〓
e
r
い
買
邑
p
】
e
s
。
【
ぎ
c
a
－
i
冨
a
】
E
d
g
a
t
－
昌
〉
p
．
g
∽
）
 
 
 

（
讐
 
ダ
グ
ラ
ス
氏
ほ
、
徒
弟
制
度
わ
崩
壊
庶
由
と
し
て
、
第
這
、
産
業
界
に
お
い
て
従
来
は
ど
多
数
の
熟
練
工
を
要
し
な
く
な
ら
た
こ
と
。
第
二
 
 

に
、
㌦
熟
練
工
を
教
育
す
る
こ
と
は
、
属
僚
主
、
労
働
者
、
両
親
、
少
年
の
し
ず
れ
の
側
か
ら
も
不
利
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
 
 

の
〓
点
を
あ
げ
て
い
る
。
（
竹
山
H
・
D
。
阜
a
s
”
A
m
e
昇
a
ロ
A
p
p
…
－
1
霊
芝
p
a
n
d
i
n
d
邑
r
i
a
－
E
d
≡
t
岩
n
V
－
諾
－
｝
p
．
∞
○
）
 
 
 

（
讐
 
ワ
。
S
S
軋
a
已
官
g
百
‥
ぎ
邑
i
。
n
a
：
n
d
…
t
i
昌
i
…
D
e
m
。
C
r
a
C
ご
p
．
ひ
ざ
参
照
 
 

大
 
現
代
の
職
業
教
育
 
 

最
後
に
、
徒
弟
教
育
の
崩
壊
の
あ
と
を
う
け
て
、
近
代
の
職
業
教
育
ほ
、
如
何
な
る
態
会
的
基
礎
の
上
に
成
立
し
て
い
る
か
を
考
察
 
 

し
て
お
き
た
い
。
産
柴
革
命
を
通
じ
て
登
場
し
た
機
械
大
工
業
ほ
、
果
し
て
、
如
何
な
る
職
業
教
育
を
要
求
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ゝ
 
 

で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
二
つ
の
硯
点
払
わ
け
て
各
胡
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

何
故
な
ら
ば
、
両
硯
点
に
わ
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
対
立
の
固
を
抽
き
出
し
、
そ
れ
紅
よ
っ
て
 
 

職
兼
教
育
に
内
在
す
る
矛
盾
を
把
挺
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
わ
れ
わ
れ
ほ
、
職
業
教
育
の
正
し
 
 

い
位
置
づ
け
を
、
生
産
力
に
適
応
し
、
生
産
力
の
発
展
を
助
長
せ
し
め
る
と
こ
ろ
紅
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
生
産
関
係
の
側
面
 
 

か
ら
み
て
、
職
業
教
育
に
対
す
る
生
産
力
の
要
求
を
歪
曲
し
、
生
産
力
の
発
展
を
闊
賛
す
る
襲
因
が
存
在
す
る
か
香
か
、
叉
如
何
な
る
 
 
 

／  
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襲
因
が
阻
蕃
し
て
い
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
ヵ
従
っ
て
こ
ゝ
で
ほ
前
節
ま
で
の
分
析
と
は
蓮
に
ま
ず
生
産
力
 
 
 

の
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
は
、
前
節
の
磯
械
大
工
業
の
成
立
と
∵
そ
れ
に
基
く
労
働
の
変
化
の
あ
と
を
う
け
て
 
 

生
産
功
の
発
展
が
職
業
教
育
を
如
何
に
変
化
せ
し
め
る
か
が
問
題
と
な
る
。
次
に
生
産
関
係
の
側
固
か
ら
、
資
本
の
襲
求
を
と
り
あ
げ
 
 

憾
瀾
 
 
て
、
そ
れ
が
教
育
を
如
何
に
規
定
し
て
い
る
か
、
叉
教
育
を
如
何
に
歪
曲
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
・
と
に
し
た
い
。
 
 
 

A
凝
初
に
、
生
産
力
の
儲
点
か
ら
考
察
し
て
み
ょ
う
。
産
業
革
命
の
結
果
成
立
し
た
磯
城
大
工
業
が
、
労
働
に
あ
た
え
た
変
化
の
う
ち
 
 

ヽ
ヽ
 
 

職
葵
教
育
上
最
も
慧
首
モ
意
、
滞
一
に
機
械
が
熟
練
労
働
を
不
更
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
の
主
導
的
地
 
 

位
ほ
、
労
働
か
ら
機
械
転
移
れ
、
労
働
が
機
械
匿
従
虚
し
、
磯
城
の
附
属
物
に
層
化
し
た
繹
典
、
感
働
は
無
内
容
虹
な
り
、
扱
能
的
熟
 
 
 

練
は
要
求
せ
ら
れ
た
く
は
つ
た
。
雪
盲
「
堅
剛
ほ
手
職
を
習
う
こ
と
は
、
徒
鼻
に
お
け
る
」
片
の
パ
シ
を
確
実
に
保
障
し
た
。
今
や
 
 

へ
1
）
 
 

年
期
奉
公
し
た
労
働
者
の
状
態
ほ
、
し
が
か
っ
た
も
の
と
同
様
不
安
定
虹
な
っ
空
の
で
あ
る
。
そ
の
緯
卑
手
工
集
約
熟
練
の
習
得
 
 

ヽ
ヽ
 
 
を
目
的
と
し
で
い
た
徒
弟
教
育
ほ
決
定
的
に
存
在
根
拠
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
第
二
に
機
械
大
工
業
は
秘
 
 
 

伝
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
ほ
が
し
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
い
間
、
生
産
過
程
を
隠
薇
し
、
ま
た
経
験
的
専
門
的
に
極
意
の
境
地
に
達
し
 
 
 

た
着
で
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
せ
ら
れ
て
い
た
縦
倍
ば
、
究
仝
に
ヴ
ェ
ー
ル
を
は
ぎ
と
ら
れ
、
科
学
の
脚
光
を
浴
び
 
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
生
産
過
経
を
絶
対
的
に
、
人
間
の
昏
を
顧
慮
す
る
こ
と
克
く
、
そ
の
構
成
儲
寮
素
に
分
解
 
 

す
る
と
い
う
大
工
黄
の
原
理
ほ
、
捜
術
学
（
T
票
ど
。
】
蚤
e
）
と
い
う
全
く
近
代
的
な
科
学
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
、
一
 

労
働
の
否
定
と
、
近
代
的
科
学
の
登
場
は
、
職
業
教
育
の
性
格
を
一
変
せ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
徒
弟
教
育
時
代
の
ヰ
世
の
生
産
力
揉
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
＿
 
 

捜
能
教
育
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
が
、
近
代
的
大
工
尭
の
下
で
の
生
産
力
ほ
、
．
新
し
い
扱
術
教
育
の
可
能
性
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
技
能
教
育
と
捜
術
俊
育
と
は
如
何
な
る
差
異
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
捜
顆
と
技
術
と
の
差
異
は
、
中
世
の
職
業
教
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

育
と
現
代
の
職
菜
教
育
と
の
質
的
相
違
を
明
瞭
直
す
る
た
め
に
極
め
て
霞
要
で
あ
薫
こ
の
披
能
と
技
術
と
の
規
定
は
、
我
が
国
に
お
 
 

一
九
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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二
C
 
 

第
二
十
五
螢
 
第
四
号
 
 

い
て
は
技
術
論
争
と
し
て
既
肛
多
く
の
論
議
を
護
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ま
戦
後
の
捜
術
論
に
お
い
て
注
目
を
・
浴
び
て
い
る
武
谷
三
 
 

、
、
、
 
，
、
、
、
、
、
（
2
）
 
 

男
氏
を
中
心
と
す
る
人
々
の
規
定
に
よ
れ
ば
「
技
能
と
は
、
生
産
的
冥
践
に
お
け
る
客
観
的
法
則
性
の
心
理
的
、
無
意
識
的
適
用
」
を
い
 
 

、
－
、
、
、
（
3
）
 
 

う
の
で
あ
る
が
、
他
方
「
技
術
と
ほ
人
間
実
践
（
生
産
的
実
践
）
に
於
け
る
客
簡
約
添
削
性
の
意
識
的
適
用
」
（
力
点
ほ
引
用
賓
）
を
い
う
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
 
 

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
枚
能
は
、
主
観
的
、
個
人
的
、
心
理
的
で
あ
嵐
の
に
対
し
て
、
後
衛
ほ
、
客
観
的
、
社
会
的
、
組
織
的
な
存
 
 

在
で
あ
る
∵
従
っ
て
、
客
磯
的
、
社
会
的
、
組
織
的
で
あ
る
技
術
は
、
知
識
の
形
で
多
数
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
主
観
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

的
、
個
人
的
、
心
理
的
な
披
能
は
そ
れ
が
出
来
な
い
。
次
に
、
乾
能
は
本
質
的
に
保
守
的
な
も
の
ゃ
あ
る
が
、
扱
術
ほ
革
新
的
で
あ
 
 

る
。
何
故
な
れ
ば
、
技
能
は
、
同
山
の
条
件
の
下
で
、
同
一
の
目
棟
紅
達
す
る
行
為
に
習
熟
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
為
に
反
復
訓
練
 
 

す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
扱
術
は
新
し
い
条
件
に
対
し
て
、
新
し
い
行
為
の
可
能
性
を
見
出
し
、
そ
れ
を
巽
践
に
通
用
す
る
性
格
 
 

を
祷
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
投
能
に
依
存
す
る
労
働
力
を
中
心
と
し
だ
中
世
の
封
建
社
会
の
生
産
力
が
長
い
間
停
滞
的
で
 
 

あ
っ
た
の
も
、
一
つ
は
此
の
扱
能
の
保
守
的
性
格
広
東
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
徒
弟
教
育
に
お
い
て
要
求
せ
ら
れ
た
手
工
業
的
熟
練
 
 

と
は
模
倣
や
反
復
に
よ
っ
て
習
得
す
る
故
能
教
育
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
教
育
の
形
態
も
、
個
人
的
で
あ
り
且
教
育
期
 
 

間
も
長
期
を
安
し
た
の
で
あ
っ
た
。
今
や
、
機
械
大
工
業
の
成
立
に
よ
っ
て
∵
扱
術
教
育
が
本
格
的
に
要
求
せ
ら
れ
る
よ
う
軋
な
っ
 
 

ヽ
ヽ
、
 
 

ヽ
ヽ
、
 
 

ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
勺
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
 
 

た
。
今
や
職
業
教
育
の
性
格
は
、
主
観
的
秘
伝
の
伝
授
か
ら
客
観
的
科
学
の
学
習
え
、
個
人
的
伝
授
か
ら
社
会
的
学
習
え
、
心
理
的
熟
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 

ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
 
 

紋
か
ら
組
摸
的
理
解
了
え
、
保
守
的
順
応
か
ら
革
新
的
創
造
え
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
機
械
大
工
業
の
下
に
お
け
る
生
産
力
ほ
、
捜
能
 
 

教
育
を
止
揚
し
て
か
ゝ
る
披
術
教
育
を
可
能
な
ら
⊥
め
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
按
配
教
育
か
ら
扱
術
教
育
え
の
発
展
を
、
罷
軋
労
働
の
単
純
化
の
問
題
と
関
蔑
せ
し
め
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
．
前
節
軋
お
い
 
 

て
、
礫
械
の
登
場
が
、
分
糞
を
促
進
し
て
労
働
を
細
分
し
「
併
働
を
無
内
容
な
ら
し
め
、
人
間
を
不
具
化
す
る
と
い
う
悲
額
駒
見
解
を
 
 

指
摘
し
た
。
た
し
か
に
、
磯
城
女
工
柴
の
初
期
な
い
し
は
そ
の
鹿
本
制
約
形
態
に
お
い
て
ほ
そ
う
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
機
械
に
よ
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る
人
間
性
の
否
定
は
、
人
間
紅
と
っ
て
永
久
の
宿
命
で
あ
ろ
う
か
表
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
機
械
大
工
繋
が
発
達
す
る
に
従
っ
て
事
情
 
 

ほ
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
が
簡
単
に
な
り
、
そ
の
単
純
化
が
進
む
こ
と
に
よ
ぅ
て
、
労
働
者
は
如
何
な
る
労
働
部
門
 
 

軋
で
も
従
事
ず
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
は
労
働
が
極
度
匹
単
純
化
し
、
労
働
の
専
門
化
的
性
質
が
失
わ
れ
て
 
 

心
る
の
で
、
労
働
者
は
凡
ゆ
る
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
労
働
者
の
流
動
性
が
生
じ
る
よ
う
に
た
る
。
至
柴
の
本
性
は
労
働
の
 
 

変
転
、
械
能
の
流
動
、
労
働
者
の
全
面
的
な
可
動
性
を
生
む
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
「
大
工
柴
は
、
労
働
の
変
転
、
従
っ
て
ま
 
 

た
労
働
者
の
出
来
る
か
ぎ
ケ
の
多
面
性
を
山
肢
的
な
社
会
的
生
産
法
如
と
し
て
認
識
し
、
且
つ
こ
の
法
則
の
正
常
な
実
現
に
諸
国
係
を
 
 

適
合
さ
せ
る
こ
と
を
自
己
の
破
滅
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
死
語
問
題
た
ら
し
め
る
。
大
工
葉
は
：
…
…
∴
の
社
会
的
細
目
機
能
の
単
な
る
 
 

過
当
著
隠
す
ぎ
な
い
部
分
個
人
陀
置
換
え
る
・
に
、
さ
ま
ぎ
ま
に
凝
っ
た
社
会
的
機
儲
を
相
交
替
し
て
組
当
出
来
る
よ
う
な
全
体
的
に
発
 
 

（
4
）
 
 

達
し
た
個
人
を
も
？
て
す
る
よ
う
に
な
る
。
」
即
 

（
5
）
 
 

え
の
傾
向
L
と
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
、
労
働
者
が
、
一
部
の
仕
事
に
定
着
せ
し
め
ら
れ
、
撥
械
の
劃
部
分
と
し
て
固
 
 

着
せ
し
め
ら
れ
る
従
属
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
人
間
的
な
意
識
を
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
」
 
 

フ
ラ
ン
元
の
一
労
働
者
ほ
、
サ
ン
ラ
テ
ン
シ
ス
コ
か
ら
帰
る
と
き
紅
、
次
の
如
く
番
い
て
い
る
。
「
私
が
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
で
や
っ
た
よ
 
 

う
な
凡
ゆ
る
仕
事
を
な
す
こ
と
が
私
に
出
来
よ
う
と
は
、
私
め
か
っ
て
思
わ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
け
印
刷
業
以
外
町
は
何
の
 
 

登
普
溝
藁
ぬ
滝
の
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ツ
を
代
え
る
よ
り
も
容
易
に
手
仕
事
を
代
え
る
こ
の
冒
険
者
た
ち
の
世
界
の
。
ハ
中
 
 

に
ひ
と
た
び
琴
る
と
、
ど
う
で
し
よ
う
！
 
私
も
人
々
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
た
の
で
す
。
鉱
山
労
働
の
仕
事
れ
ポ
ロ
く
な
い
こ
h
が
わ
 
 

か
ら
た
の
で
、
私
は
そ
れ
を
や
め
て
町
に
ゆ
き
、
妄
こ
で
次
ぎ
′
～
に
植
字
工
、
∴
屋
梶
師
、
鉛
エ
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
野
働
 
 

で
も
出
演
る
と
い
う
こ
う
し
た
経
験
の
結
晶
、
私
は
自
分
が
軟
体
動
物
で
な
い
ど
こ
ろ
か
、
人
間
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
」
 
 

（
6
）
 
 

と
。
こ
の
よ
う
に
多
数
の
機
械
を
塊
作
し
得
る
労
働
者
は
、
最
早
非
人
問
化
を
欺
く
必
褒
は
な
い
。
か
ゝ
る
多
数
の
磯
城
の
操
作
は
、
 
 

二
仙
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

二
二
 
 

言
で
は
生
産
技
術
の
発
達
に
よ
る
機
械
換
作
の
単
純
化
賢
っ
て
可
能
と
な
る
が
、
他
方
で
ほ
、
単
右
横
械
操
作
だ
け
で
ほ
な
く
㌦
 
 

凡
ゆ
る
種
斯
の
磯
城
の
操
作
が
出
来
息
よ
う
′
に
綜
合
駒
な
披
術
的
基
礎
訓
練
を
受
け
て
い
る
労
働
者
の
拭
現
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
 
 

叉
大
工
紫
の
発
達
が
、
そ
の
よ
う
な
綜
合
挽
術
教
育
を
受
け
た
労
働
者
を
盛
衰
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ク
ル
ブ
ス
カ
ヤ
は
云
う
 
 

「
か
く
し
て
、
大
規
模
工
葉
の
本
質
そ
の
も
の
が
、
労
働
に
対
し
て
一
般
的
な
能
力
を
も
ち
、
・
組
合
技
術
的
な
教
育
を
も
ち
ば
ん
な
機
 
 

械
で
も
線
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
美
の
ど
ん
な
過
経
で
も
理
解
し
て
い
る
全
面
的
に
廃
藩
し
た
労
働
者
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

（
7
）
 
 

、
、
、
′
、
、
、
、
 
る
。
」
と
。
こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
発
達
と
そ
の
襲
求
と
軋
基
い
て
、
ポ
リ
デ
フ
干
ス
ム
（
綜
合
放
縦
教
育
）
が
教
育
の
原
理
と
し
て
登
 
 

場
す
る
。
そ
れ
ほ
既
に
多
方
面
的
技
能
教
育
を
意
味
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。
「
ポ
リ
タ
フ
ニ
ス
ム
の
原
理
は
、
す
べ
て
の
こ
と
の
教
授
 
 

（
8
）
 
 

を
宴
求
す
る
の
で
な
く
て
、
現
代
産
業
一
般
の
基
本
の
教
授
を
要
衰
す
る
。
」
の
・
で
あ
る
d
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
知
識
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
を
つ
く
り
だ
し
て
、
人
間
の
崎
形
化
、
不
具
化
を
惹
き
起
し
た
旧
式
の
分
業
そ
の
も
 
 

の
が
、
．
大
草
柴
の
発
達
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
、
、
こ
の
対
立
か
ら
人
間
を
解
放
す
る
可
能
性
を
う
む
の
で
あ
る
。
又
、
労
働
を
無
内
容
に
 
 

し
、
労
働
者
を
従
属
せ
し
め
た
機
械
そ
の
も
の
が
、
そ
の
発
達
把
よ
っ
て
、
綜
合
挽
術
数
背
約
な
教
育
を
襲
来
し
、
労
働
者
を
機
械
え
 
 

の
従
属
か
ら
解
放
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
者
の
主
体
的
位
置
が
回
復
さ
れ
る
と
、
労
働
に
率
い
て
も
、
科
学
や
技
 
 

術
学
の
基
礎
に
基
い
た
知
的
創
造
力
の
発
揮
が
可
能
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
叉
そ
れ
が
箪
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
靂
り
 
（
 

9
）
 
 

ス
、
ラ
ス
キ
ン
、
プ
ル
ー
ト
ン
（
句
・
1
・
廿
…
d
且
の
よ
う
に
、
い
た
づ
ら
に
、
機
械
的
労
働
を
嫌
悪
し
、
そ
の
反
動
と
し
て
中
世
 
 

的
労
働
を
讃
美
し
、
手
草
葉
的
綜
合
労
働
え
の
復
帰
を
夢
み
る
悲
額
論
ほ
、
以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
労
働
の
発
展
方
向
を
洞
察
出
来
な
 
 

い
歴
史
的
発
展
方
向
の
無
理
解
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
が
磯
城
軋
従
属
し
、
機
械
の
こ
部
分
と
な
っ
て
い
る
械
城
東
工
菜
の
資
 
 

本
糾
駒
形
態
で
は
、
た
し
か
に
人
間
性
の
否
定
が
み
と
め
ら
れ
る
。
然
し
な
が
セ
労
働
者
が
主
体
的
位
置
を
回
復
し
て
、
人
間
が
 
 

械
を
使
用
し
、
い
か
な
る
機
械
を
も
根
作
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
労
働
者
の
人
間
的
意
識
は
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
セ
は
労
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働
者
は
磯
城
を
使
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
磯
城
を
改
革
す
る
と
い
う
扱
術
薯
の
性
格
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
労
働
 
 

者
が
藩
な
る
磯
城
の
一
部
分
と
し
て
の
存
在
か
ら
解
放
き
れ
る
た
め
に
は
、
主
体
的
条
件
と
し
て
、
機
械
を
支
配
す
る
必
然
的
決
別
の
 
 

洞
察
を
可
能
に
す
る
科
学
的
基
本
原
理
を
身
讐
け
た
披
街
着
と
レ
て
の
性
格
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
、
主
体
的
 
 

条
件
の
み
で
は
、
労
働
者
の
人
間
的
意
識
と
自
己
疎
外
ほ
回
復
せ
ら
れ
な
い
。
同
時
に
、
客
体
的
条
件
も
必
寮
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

（
1
0
）
 
 

、
、
、
、
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
大
工
柴
の
本
性
は
、
労
働
の
変
転
・
機
能
の
流
動
鼻
働
者
の
全
面
的
可
能
性
を
生
ず
る
。
」
の
で
あ
る
が
、
「
他
方
に
お
い
て
大
工
糞
 
 
 

（
1
1
）
 
 

．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
、
を
の
盟
本
制
約
形
態
に
お
い
て
ほ
、
旧
式
な
分
業
を
そ
の
骨
化
せ
る
分
立
性
と
共
に
再
生
産
す
る
」
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
間
を
 
 

部
分
人
な
ら
し
め
て
い
る
分
業
の
盟
本
別
的
形
態
が
止
揚
さ
れ
な
く
て
は
、
労
働
者
の
人
間
的
意
識
回
讐
客
体
的
条
件
は
あ
た
え
ら
 
 

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
知
級
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
の
経
済
的
基
礎
が
消
滅
し
、
．
磯
城
に
た
一
小
す
る
労
働
 
 

者
の
従
属
が
・
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
客
体
的
森
件
が
成
立
し
、
労
働
者
に
科
学
的
原
理
を
体
得
す
る
 
 

と
い
う
主
体
的
条
件
が
そ
な
わ
る
′
な
ら
ば
、
労
働
者
と
扱
師
と
の
相
違
が
次
第
庭
消
滅
し
、
労
働
者
は
、
′
み
ず
か
ら
磯
城
を
夏
配
し
、
 
 

叉
如
何
な
か
磯
城
を
も
操
縦
出
来
る
と
い
う
、
労
働
の
流
動
性
を
持
つ
こ
と
が
出
来
て
、
人
間
的
意
識
を
十
分
に
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
は
、
壷
産
カ
の
視
点
れ
ら
考
察
し
た
職
柴
教
育
の
変
化
に
対
す
る
大
き
い
パ
′
－
ス
ペ
ク
テ
、
イ
ブ
で
あ
る
？
要
す
る
に
生
産
関
係
 
 

磯
城
の
登
場
賢
る
労
働
者
の
人
間
的
意
織
の
実
は
回
復
す
る
可
能
性
が
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
間
警
具
体
的
平
面
 
 

の
側
面
を
捨
象
し
て
考
え
る
と
、
機
械
大
工
業
の
下
払
お
け
る
生
産
力
の
発
展
は
、
捜
能
教
育
を
否
定
し
、
扱
術
教
育
を
要
求
す
る
一
打
 
 

み
な
ら
ず
、
次
男
に
、
科
学
的
基
本
原
理
を
体
得
し
た
綜
合
駒
技
術
教
育
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
又
を
れ
に
よ
っ
て
、
 
 
 

に
移
し
て
生
産
力
の
発
展
の
結
果
呈
し
て
′
登
場
し
た
機
械
大
工
発
の
初
期
の
学
校
に
お
け
る
職
業
教
育
の
成
立
に
つ
い
て
妄
ふ
れ
て
 
 

お
き
た
い
。
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

二
三
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第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

二
四
 
 
 

産
柴
草
命
の
時
代
に
お
い
て
職
業
教
育
上
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
従
来
の
個
人
的
徒
弟
制
度
に
か
わ
っ
・
て
、
学
校
教
育
が
登
場
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
3
）
 
 

し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
兜
ず
へ
学
校
数
育
成
立
の
償
金
的
根
拠
を
考
察
し
、
次
に
生
産
関
係
の
側
固
か
ら
の
考
察
転
移
り
た
い
と
 
 

ヽ
ヽ
 
思
う
。
学
校
数
育
成
立
の
社
会
的
根
拠
ほ
徒
弟
制
度
の
崩
壊
原
因
と
衆
寡
の
関
係
に
あ
る
。
学
校
教
育
を
可
能
な
ら
し
吟
た
帝
劇
の
棋
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

拠
は
、
械
械
大
工
柴
の
登
場
に
よ
っ
て
、
披
術
教
育
が
賓
求
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
如
く
械
械
大
工
業
ほ
 
 

手
工
業
的
熟
練
を
否
定
し
、
′
秘
伝
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
と
り
の
ぞ
い
て
、
近
代
的
科
学
を
誕
生
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、
主
観
的
、
個
人
的
、
 
 

心
理
的
な
技
能
教
育
に
対
し
て
、
客
磯
的
、
社
食
的
、
組
織
的
な
後
衛
教
育
の
可
能
性
を
あ
た
え
た
。
こ
の
よ
う
な
技
術
教
育
の
性
格
 
 

が
、
学
校
に
お
け
る
客
観
的
な
知
識
の
教
授
と
集
団
的
な
学
習
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
 
 

る
。
「
大
工
箕
の
基
礎
の
上
で
自
然
発
生
的
に
発
達
せ
る
か
ゝ
る
変
革
過
穣
の
〓
琴
磯
は
、
綜
合
扱
術
的
及
び
幾
学
的
学
校
で
あ
り
、
 
 

も
う
、
一
つ
の
契
機
は
、
労
働
者
の
子
供
が
放
衝
撃
お
よ
び
種
々
の
生
産
用
其
の
取
扱
虹
関
す
る
岩
手
の
授
栄
を
受
け
る
『
職
共
学
校
』
 
 
 
（
 

1
4
）
 
 

、
、
 
 
 
 
、
、
－
、
．
．
 
で
あ
る
」
と
。
こ
の
技
術
教
育
の
寮
求
は
、
最
も
基
本
的
な
根
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
第
二
の
根
拠
ほ
、
家
族
関
係
の
変
化
 
 

ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

或
ほ
家
庭
と
仕
事
場
と
の
分
離
に
基
く
家
庭
教
育
の
困
難
化
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
既
に
徒
弟
教
育
の
崩
壊
の
第
三
の
原
因
と
し
て
、
工
場
凱
 
 

手
工
紫
の
時
代
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
磯
城
大
工
業
の
時
代
に
お
い
て
は
、
家
族
関
係
の
解
消
は
益
々
決
定
的
に
な
っ
た
。
す
 
 

虹
わ
ち
、
家
庭
と
仕
事
場
と
ほ
決
定
的
に
分
離
し
、
家
庭
労
働
の
経
済
的
基
礎
が
消
失
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
機
械
が
労
働
か
ら
筋
力
 
 

‥
を
不
賓
な
ら
し
め
た
結
果
、
多
数
の
児
童
労
働
、
婦
人
労
働
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嚢
や
子
供
の
労
働
力
の
販
売
が
行
わ
れ
、
 
 

児
童
を
何
よ
り
も
ま
ず
親
か
ら
保
護
す
る
必
夢
が
あ
ぁ
と
さ
え
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
関
係
の
下
で
は
、
職
業
教
育
 
 

は
勿
論
の
こ
と
、
読
み
、
番
き
、
計
乱
の
基
礎
教
育
さ
え
期
待
す
増
」
と
ほ
困
剋
で
あ
る
。
そ
の
上
、
科
学
技
術
の
発
達
は
益
々
家
庭
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
 
教
育
の
可
廃
性
を
困
難
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
第
三
の
根
拠
と
し
て
、
磯
城
大
工
業
が
、
短
期
に
し
か
も
大
量
の
労
働
者
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

の
養
成
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
徒
弟
教
育
の
個
人
的
な
長
期
に
わ
た
る
教
育
方
法
ほ
、
も
は
や
大
‡
渠
の
要
求
を
み
た
す
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こ
と
が
出
来
な
い
。
多
数
の
機
械
工
場
の
出
現
と
、
大
農
の
嚢
労
働
者
の
襲
求
ほ
、
多
数
の
児
意
を
短
期
に
教
育
す
る
学
校
教
育
の
登
 
 

場
を
必
然
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
学
校
数
育
成
立
の
理
論
的
根
拠
は
、
二
級
術
教
育
の
要
求
。
二
、
家
庭
教
育
の
 
 

困
難
化
。
≒
′
短
期
で
し
か
も
大
嵐
の
労
働
者
の
養
成
の
要
衷
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
脅
か
よ
う
に
学
校
教
育
は
、
生
産
力
 
 

の
発
展
と
、
そ
の
生
産
力
に
適
応
す
る
生
産
財
係
の
変
革
過
経
の
申
に
、
そ
の
成
立
の
必
然
的
根
拠
を
持
っ
て
小
た
の
．
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
は
、
学
校
教
育
の
成
立
を
生
産
力
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
生
産
力
は
生
産
由
係
と
統
こ
て
い
る
 
 

歯
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
問
転
は
、
対
立
も
矛
盾
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
他
面
、
生
産
力
と
生
産
関
係
 
 

は
翌
の
票
鳶
。
わ
れ
わ
れ
は
、
此
の
両
帝
の
翌
鼻
膚
の
側
雪
そ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
警
ら
ば
、
職
墓
 
 

育
の
正
し
い
位
置
を
生
産
力
竃
合
し
、
生
産
力
の
発
展
窟
慧
し
め
る
点
に
求
め
ん
と
す
る
の
が
、
あ
れ
わ
れ
の
立
場
で
あ
り
、
 
 

そ
の
立
場
か
ら
は
、
生
産
力
わ
東
署
歪
曲
し
、
四
書
し
て
い
る
襲
因
を
指
摘
・
し
、
除
去
し
て
、
職
業
教
育
を
生
産
力
に
適
応
し
蓋
 
 

し
い
位
置
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
？
て
、
次
星
座
関
係
の
側
面
か
ら
、
対
立
、
矛
盾
の
側
雪
中
心
忙
考
察
 
 

し
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

釦
第
二
の
生
産
関
係
の
視
点
か
ら
の
考
察
。
磯
城
大
工
菓
の
下
に
発
展
す
る
生
産
力
ほ
、
労
働
者
に
綜
合
的
技
術
教
育
を
要
哀
し
尋
 
 

校
に
お
け
る
職
染
教
育
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
機
械
大
工
幾
の
澄
本
主
輩
的
形
態
の
下
で
笹
∵
生
産
関
係
の
側
面
か
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ち
警
の
琵
、
冨
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
産
力
と
の
翌
の
側
雷
お
い
て
把
握
さ
れ
た
生
産
漂
の
慧
は
、
盟
本
の
賓
 
 

求
と
t
で
あ
ら
わ
れ
る
。
職
発
教
育
は
、
窮
極
賢
い
て
ほ
生
産
力
か
ら
規
隠
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
現
実
の
具
体
的
平
面
で
は
、
 
ヽ
 
 

こ
の
生
産
紺
係
の
側
面
か
ら
、
資
本
の
要
求
に
強
く
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
私
。
特
に
資
本
主
轟
社
会
の
教
育
は
資
本
の
襲
求
に
従
 
 

属
す
る
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
き
」
で
先
ず
、
資
本
ほ
教
育
濫
対
し
て
如
何
な
る
要
求
を
特
？
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
 
 

こ
と
に
し
た
い
、
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

二
五
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罪
一
手
五
巻
 
第
四
号
 
 

二
大
 
 
 

盟
本
の
立
場
か
ら
労
働
者
を
み
る
と
、
そ
れ
は
、
労
働
力
と
い
う
商
品
軋
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
労
働
手
段
や
労
働
対
象
と
は
異
っ
 
 

て
、
新
匠
価
値
を
創
造
す
る
特
殊
な
商
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
労
働
力
も
商
品
で
あ
る
か
ら
に
は
、
資
本
家
は
安
く
労
働
力
を
購
買
す
 
 

る
こ
と
が
出
窓
れ
ば
い
ゝ
わ
け
で
あ
る
。
叉
そ
の
上
、
労
働
の
生
産
性
が
高
い
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
、
安
価
な
労
働
力
と
、
労
 
 

働
の
高
い
生
産
性
と
の
二
点
だ
け
が
、
資
本
に
と
っ
て
の
関
心
事
で
な
る
。
資
本
に
と
つ
て
ほ
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
労
 
 

働
者
が
人
間
的
要
求
を
満
足
せ
し
め
よ
う
が
、
精
神
的
荒
廃
を
招
こ
う
が
、
肉
体
的
苦
痛
を
感
じ
ょ
う
が
、
そ
れ
ら
は
、
差
し
あ
た
っ
 
 

て
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
た
ゞ
、
労
働
の
生
産
性
が
落
ち
、
労
働
力
を
滑
渇
す
る
よ
う
な
こ
と
に
さ
え
な
ら
な
け
れ
ば
、
問
題
 
 

に
ほ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
資
本
の
性
質
は
、
個
別
厳
木
匠
飼
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 

螢
本
の
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
資
本
は
教
育
紅
対
し
て
、
二
つ
の
要
求
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
螢
本
は
、
農
本
に
と
つ
て
差
 
 

ヽ
ヽ
 
 

ヽ
－
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

し
当
っ
て
有
益
で
な
い
教
育
、
特
に
一
般
教
育
を
否
定
す
る
。
第
二
に
ゃ
労
働
力
の
価
値
を
低
下
せ
し
め
、
生
産
性
の
高
い
労
働
力
を
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

養
成
す
る
た
め
の
職
業
教
育
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ま
ず
第
一
の
、
一
般
教
育
の
否
定
か
ら
述
べ
よ
う
。
廃
柴
草
命
を
通
じ
て
登
場
し
た
磯
械
が
、
労
働
の
内
容
を
解
放
し
、
筋
力
を
不
 
 

要
な
ら
し
め
た
結
晶
、
二
カ
で
ほ
、
技
術
的
熟
練
か
ら
解
放
し
、
新
し
い
扱
術
教
育
の
可
能
性
を
あ
た
え
た
。
ナ
芯
綜
合
挽
術
教
育
は
 
 

あ
ら
ゆ
る
労
働
者
紅
科
学
の
基
本
原
理
を
体
得
せ
し
め
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
分
野
で
の
活
動
を
可
能
な
ら
し
め
る
教
育
で
あ
っ
て
、
そ
の
 
 

内
容
に
お
い
て
は
、
基
礎
教
育
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
綜
合
技
術
教
育
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
一
般
教
育
が
香
定
 
 

を
れ
昂
必
宴
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
か
え
っ
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
綜
合
挽
術
教
育
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

れ
ば
、
・
一
般
教
育
も
重
硯
さ
れ
、
そ
れ
を
否
定
す
る
根
拠
か
掛
滅
サ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
嵐
に
、
機
械
大
工
巣
の
資
本
制
形
態
で
は
、
綜
 
 

合
技
術
教
育
成
立
の
条
件
が
十
分
に
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
綜
合
披
術
数
育
成
立
の
一
つ
の
条
件
を
な
す
と
こ
ろ
 
 

の
、
労
働
の
流
動
性
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、
又
、
、
知
識
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
が
止
揚
さ
れ
ず
に
骨
化
さ
れ
た
ま
ゝ
再
生
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塵
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
知
識
労
働
と
対
立
し
た
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
に
は
、
人
間
教
育
は
い
う
ま
で
も
な
 
 

く
、
料
学
の
基
本
原
理
さ
え
も
教
え
る
必
要
が
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ン
デ
ル
氏
（
－
・
L
・
内
a
已
e
】
）
は
、
「
大
規
模
工
 
 

費
の
舶
織
ほ
（
そ
れ
ほ
完
世
紀
を
通
じ
て
急
驚
る
速
度
で
進
行
し
、
機
械
化
と
擦
準
化
と
専
門
？
軒
の
で
あ
る
が
）
操
作
 
 

に
必
襲
な
熟
練
の
程
度
や
捜
斯
を
低
下
臆
し
め
た
の
で
、
轟
簡
約
訓
紋
の
程
度
を
引
下
げ
る
傾
向
を
示
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
 
 

資
本
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
傾
向
針
そ
の
ま
ゝ
認
め
て
、
積
極
的
な
教
育
対
繋
を
ほ
か
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
竺
般
教
 
 

育
の
圧
迫
を
さ
え
行
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

資
本
の
立
場
か
ら
の
、
労
働
者
の
数
奇
の
圧
迫
ほ
、
こ
れ
な
二
つ
の
側
雷
わ
け
て
考
え
る
こ
訂
出
来
る
。
罪
、
訂
ほ
、
労
働
者
 
 

の
労
働
条
件
な
圧
迫
し
て
、
労
働
者
や
そ
の
子
弟
が
教
育
を
受
け
る
機
会
を
各
実
上
不
可
能
な
ら
し
め
る
こ
．
と
・
に
よ
り
、
第
二
に
は
、
 
 

ヽ
ヽ
 
 

資
本
家
階
級
が
、
労
働
者
の
学
校
教
育
降
積
極
的
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
教
育
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
生
ず
第
γ
の
、
労
 
 

働
考
の
就
学
の
磯
会
の
巽
質
的
圧
迫
に
つ
い
て
ほ
、
庶
民
教
育
史
を
ひ
も
と
ぺ
こ
と
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
例
え
ば
、
教
育
機
関
と
 
 

し
て
、
の
学
校
が
、
磯
城
大
工
業
の
成
立
以
前
に
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
学
際
の
利
用
は
、
放
て
支
配
階
級
に
か
ぎ
 
 

ら
れ
て
い
て
、
」
股
の
庶
民
階
級
に
は
無
縁
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
庶
民
階
級
q
教
育
機
関
と
し
七
、
十
六
ア
七
世
紀
に
 
（
 

1
6
）
 
 

ド
イ
ツ
そ
の
他
の
欧
洲
諸
国
に
ひ
ろ
が
り
て
い
た
国
語
学
瞭
や
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
払
お
け
る
慈
善
学
校
が
あ
げ
ら
れ
る
汎
、
蟄
欄
 
 

学
校
の
利
用
も
、
庶
民
階
級
の
中
で
、
比
較
的
上
層
部
の
人
々
に
限
ら
れ
、
慈
啓
学
校
も
、
忍
者
主
義
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
忘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
7
）
 
の
限
界
が
あ
り
、
何
れ
も
広
く
一
般
の
庶
民
階
級
に
利
用
さ
れ
る
ま
で
に
ほ
室
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
に
あ
っ
て
は
、
上
述
の
 
 

徒
弟
教
育
が
僅
か
に
庶
属
階
級
の
教
育
を
担
っ
て
い
た
の
、
で
あ
っ
た
。
然
る
笹
、
磯
城
大
工
発
に
よ
っ
て
、
徒
弟
教
育
は
崩
撃
し
た
。
 
 

従
っ
て
、
庶
民
教
育
磯
関
の
要
求
は
、
当
然
労
働
者
階
級
の
中
か
ら
生
じ
な
け
れ
ほ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
劇
例
を
、
十
九
 
 

世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
初
等
教
育
運
動
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
は
、
鹿
本
の
 
 

二
七
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

二
八
 
 

圧
迫
に
よ
‘
つ
て
、
到
底
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
磯
城
の
登
場
に
よ
っ
て
、
筋
力
を
不
膚
粧
し
、
熟
練
労
働
を
 
 

否
定
し
た
緒
泉
、
児
童
労
働
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
資
本
は
、
こ
ぞ
っ
て
安
価
な
児
童
労
働
や
、
婦
人
労
働
を
使
用
し
た
の
 
 

で
あ
る
。
特
に
児
意
労
働
の
使
用
に
よ
る
、
児
童
の
肉
体
的
、
精
神
的
荒
廃
は
、
識
者
の
限
を
蔽
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
 
 

（
1
8
）
 
 

児
童
は
「
ま
れ
に
は
五
才
か
ら
、
∧
と
き
ど
き
望
ハ
才
か
ら
、
実
に
し
ば
し
ば
七
才
か
ら
、
養
い
て
い
ほ
八
才
な
い
し
九
才
か
ら
」
労
働
 
 

に
従
事
せ
し
め
ら
れ
、
児
意
の
労
働
時
間
は
、
「
十
三
才
ま
で
毎
日
六
時
間
羊
（
以
前
に
は
八
時
間
、
も
っ
と
以
前
に
は
十
二
な
い
し
 
 

9
 

（
1
）
 
十
四
時
間
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
十
六
時
聞
だ
っ
た
）
は
た
ら
き
、
十
三
才
い
ご
十
八
才
ま
で
は
十
二
時
間
ほ
た
ら
く
」
状
態
で
あ
っ
 
 

（
2
0
）
 
 

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
当
時
の
大
半
の
子
供
は
、
学
校
え
通
う
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
又
夜
学
校
に
出
て
も
無
駄
に
通
っ
て
い
 
 

る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
又
、
当
時
の
子
供
の
学
力
も
低
く
、
子
供
の
四
分
の
三
は
読
み
番
き
さ
え
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

を
こ
の
よ
う
な
兄
塞
労
働
笹
対
す
る
盟
本
の
圧
迫
は
、
盟
本
匠
よ
る
消
極
的
な
二
股
教
育
の
否
定
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
釆
る
。
更
に
盟
 
 

太
品
二
歩
進
ん
で
、
積
極
的
な
香
淀
を
も
試
み
た
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

次
に
、
第
二
の
」
盟
本
の
積
極
的
な
学
校
教
育
の
反
対
を
例
示
し
て
み
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
転
対
す
る
資
本
の
圧
迫
 
 

は
、
エ
場
法
運
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
労
働
者
の
工
場
法
遊
動
ほ
、
労
働
条
件
の
改
普
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
子
弟
 
 

に
基
礎
教
育
を
確
立
す
る
た
め
の
、
初
等
教
育
運
動
を
も
伴
ウ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
エ
場
法
は
〟
八
〇
二
年
に
成
立
し
 
 

た
。
て
の
法
律
で
は
、
労
働
時
間
を
、
年
前
六
時
か
ら
九
時
ま
で
の
十
二
時
間
に
削
隈
す
る
の
と
と
も
に
、
徒
弟
に
読
み
、
書
き
、
計
 
 

算
を
教
え
る
こ
と
、
労
働
者
の
衛
生
上
の
諸
規
定
や
、
監
督
削
虔
の
確
立
な
ど
の
諸
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
V
工
場
主
た
 
 

ち
ほ
、
此
の
汝
律
の
成
立
に
対
し
て
強
い
反
対
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
後
工
場
添
削
定
の
た
め
の
運
動
ほ
、
激
し
い
資
本
 
 

家
の
反
対
を
受
け
な
が
ら
も
、
次
第
に
清
澄
に
な
っ
た
。
一
入
山
九
年
の
漁
律
で
は
、
九
才
以
下
の
児
澄
の
就
業
禁
止
と
、
十
六
才
以
 
 

下
の
青
年
の
労
働
時
間
を
、
食
事
時
問
を
除
い
て
十
二
時
間
に
制
限
す
る
規
定
が
含
ま
れ
、
一
入
二
五
年
の
法
律
で
ほ
、
年
齢
別
限
は
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十
大
才
か
ら
十
八
才
に
、
労
働
時
間
ほ
「
十
時
間
に
減
少
さ
昨
た
。
更
に
、
一
入
芝
年
の
エ
場
法
忙
つ
い
で
成
立
し
た
一
八
三
三
 
 

毎
の
工
場
汝
は
1
十
八
才
未
満
の
夜
間
労
働
を
禁
止
し
、
十
四
才
未
満
の
児
窒
忙
つ
い
て
、
毎
日
二
時
の
聞
強
制
就
学
を
規
定
し
た
の
 
 

（
幻
）
 
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
続
く
工
場
法
運
動
に
対
し
て
、
資
本
家
は
、
ね
は
り
づ
J
く
計
対
し
た
。
工
場
漁
の
成
立
に
は
勿
論
の
こ
 
 

と
、
工
場
法
成
立
の
初
期
で
は
、
喜
成
宜
し
た
エ
場
法
を
無
硯
す
る
こ
と
さ
え
お
こ
な
っ
て
反
対
し
た
め
で
あ
る
。
資
本
家
階
級
は
 
 

何
故
ナ
〕
の
よ
う
に
一
芸
官
長
対
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
芸
も
な
く
・
「
資
本
宿
敵
ほ
、
労
働
者
が
教
育
を
う
け
る
 

（
2
2
）
 
 

よ
つ
て
利
産
を
う
る
あ
て
ほ
す
く
な
く
、
′
蹄
央
を
招
く
お
そ
れ
ほ
多
い
」
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

か
ゝ
る
資
本
家
の
反
対
に
も
拘
ら
ず
、
労
働
者
遅
勘
の
鐙
頭
ほ
次
欝
に
労
働
条
件
を
改
聾
し
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
遂
竺
八
七
〇
 
 

年
に
、
「
初
等
教
育
法
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
汝
得
は
、
労
働
磐
階
級
の
子
弟
に
教
育
を
あ
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
懲
り
、
こ
の
法
 
 

律
虹
よ
つ
て
就
学
児
童
に
対
す
る
十
分
な
設
備
を
あ
た
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
・
完
七
六
年
と
、
一
八
八
 
 

〇
年
の
法
律
と
で
十
才
ま
で
の
就
学
教
範
油
化
さ
れ
、
完
九
山
年
の
法
律
に
ま
っ
て
、
ほ
じ
め
て
初
等
教
育
の
無
月
謝
削
が
規
定
さ
れ
 
 

た
の
ぺ
ぁ
っ
た
。
イ
ギ
ま
に
お
い
て
初
等
教
育
の
確
立
を
み
る
ま
で
に
、
虜
柴
草
命
後
、
共
に
一
世
紀
な
要
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
 
 

背
後
′
に
、
藍
本
の
立
場
か
ら
行
？
た
で
般
教
育
の
香
淀
の
圧
力
が
如
何
に
強
大
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

盗
本
が
義
教
育
を
否
定
し
た
鍬
ほ
、
各
国
軋
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
ー
ア
ン
ス
で
は
、
一
八
三
二
年
町
一
議
会
で
、
時
の
文
部
大
 
 

患
ギ
ブ
、
－
（
H
．
G
u
i
z
O
叶
）
が
、
・
「
初
等
教
育
添
撃
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
戌
衆
の
大
部
分
に
教
育
が
普
及
し
て
い
な
い
の
は
 
 

適
憾
で
あ
る
が
、
彼
等
に
中
等
教
育
ま
で
準
備
し
て
や
る
こ
と
に
は
一
考
を
要
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
は
多
額
の
予
算
を
必
要
と
 
 

す
る
上
に
甚
だ
危
険
で
あ
か
と
述
べ
て
い
る
。
又
二
々
．
ア
メ
リ
カ
で
は
、
〟
入
力
○
年
ご
ろ
の
不
況
時
代
の
労
働
争
議
の
原
因
と
し
 
 

て
、
中
等
教
育
が
開
成
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
等
教
育
は
労
働
者
を
怠
惰
な
ら
し
め
、
か
つ
労
働
運
動
の
煽
動
者
を
養
成
す
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
 

）
 
 

で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
資
本
の
立
場
か
ら
、
中
等
教
育
を
否
定
し
た
具
体
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
 
 

二
九
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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三
〇
 
 

第
〓
十
五
巻
第
四
号
 
 

同
様
な
ナ
て
は
叉
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
∵
八
五
八
年
軋
、
労
働
者
階
級
の
子
弟
の
教
育
を
論
議
し
た
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
 
 

（
N
芸
C
a
S
t
－
e
）
委
員
会
の
報
告
番
の
申
で
、
社
会
階
級
の
分
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
】
隈
民
衆
の
た
め
忙
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
教
育
推
、
率
直
紅
い
っ
て
下
層
階
級
に
相
応
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
か
れ
て
お
り
、
下
層
階
敵
の
子
弟
ほ
、
十
山
、
 
 

二
束
ま
で
在
学
す
れ
ば
十
分
で
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
佐
な
る
と
、
率
揆
に
置
く
よ
り
も
職
柴
に
就
か
せ
た
方
が
効
果
的
だ
L
さ
支
い
ゥ
 
 

（
2
4
）
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
資
本
の
立
場
か
ら
は
、
一
般
教
育
は
常
に
否
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
香
淀
腰
、
一
方
で
ほ
、
労
働
時
間
の
げ
 
 

延
長
、
労
働
虔
の
強
化
、
労
働
貸
銀
の
圧
迫
な
ど
、
√
労
働
条
件
の
圧
迫
に
よ
っ
．
て
実
質
的
に
就
学
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
り
 
 

他
方
で
ほ
、
初
等
教
育
の
轟
渉
削
、
中
等
教
育
の
普
及
な
ゼ
の
一
般
教
育
運
動
に
積
極
的
に
反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
 
 

あ
る
。
然
し
、
一
層
に
お
い
て
は
資
本
は
、
上
述
の
如
く
職
業
教
育
を
襲
求
す
る
囲
も
韓
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
第
二
の
職
葉
教
 
 

＼
 
 

育
忽
円
盤
の
側
常
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

夢
二
に
、
資
本
は
、
資
本
の
た
め
の
職
柴
教
育
を
要
求
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
職
発
散
育
ほ
、
一
方
で
は
熟
練
労
働
者
を
大
望
に
養
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

成
す
る
こ
と
匠
よ
っ
で
労
働
力
の
価
値
を
低
下
せ
し
め
、
他
方
で
は
、
労
働
力
の
生
産
性
を
高
め
る
か
ら
で
あ
る
町
こ
の
労
働
力
の
価
 
 

値
低
下
と
、
生
産
性
の
向
上
と
い
う
問
題
は
、
磯
城
大
工
葉
の
資
本
制
形
態
の
下
で
ほ
、
熟
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
と
の
対
立
あ
る
い
 
 

ほ
知
散
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
と
い
う
経
済
的
基
盤
か
ら
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
経
済
的
蓼
盤
に
お
け
る
対
立
に
 
 

も
と
づ
い
て
労
働
力
の
価
値
を
低
下
せ
し
め
る
と
い
う
問
題
は
、
主
と
し
て
熟
練
労
働
者
、
あ
る
い
は
知
識
労
働
者
の
褒
成
に
鰐
す
る
 
 

問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
般
の
労
働
者
、
ず
な
わ
ち
、
非
熟
練
労
働
者
、
あ
る
い
ほ
肉
体
労
働
者
は
、
職
業
 
 

教
育
の
必
葵
を
認
め
 

聴
覚
教
育
の
普
及
が
、
労
働
力
の
価
値
を
低
下
せ
し
め
、
熟
紋
労
働
者
の
貸
鋲
を
下
落
せ
し
め
る
こ
と
に
つ
・
い
て
は
、
幾
多
の
経
済
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学
者
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
と
ナ
い
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
I
申
q
J
▲
▼
き
ル
（
l
・
S
・
M
i
－
－
）
は
「
因
習
的
障
碍
の
一
段
的
緩
和
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

2
5
）
 
 

．
 
と
、
療
育
の
便
宜
の
増
大
と
ほ
、
熟
練
労
働
の
質
銀
を
低
下
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
述
べ
．
叉
、
ホ
ヂ
ス
キ
ン
（
T
・
H
O
d
仙
骨
i
n
）
ほ
 
 

言
の
国
の
エ
菓
労
働
璧
借
間
で
の
教
育
の
広
い
普
及
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人
々
の
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
と
 
（
2
6
）
 
 

ん
ど
す
べ
て
の
親
方
お
は
び
雇
主
の
労
働
お
よ
び
熱
紋
の
価
値
を
日
々
減
少
さ
せ
て
い
る
」
と
述
べ
、
更
に
叉
、
マ
ル
ク
ス
も
、
熟
練
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

2
7
）
 
 

労
働
者
で
阿
る
商
菜
労
働
者
の
貸
鋏
も
′
教
育
が
普
及
す
る
忙
つ
れ
て
減
少
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

次
に
、
資
本
が
、
労
働
の
生
産
性
を
向
上
せ
し
め
る
立
場
か
ら
職
業
教
育
を
要
淡
す
る
面
を
考
察
し
て
み
た
い
。
既
に
本
節
の
冒
頭
 
 

払
お
い
て
生
産
力
の
視
点
か
ら
職
柴
教
育
に
対
し
て
如
何
な
る
要
求
を
有
す
る
か
を
考
察
し
、
磯
城
大
工
業
の
成
立
は
、
従
来
の
扱
熊
 
 

教
育
に
か
わ
る
技
術
教
育
の
可
能
性
を
あ
た
え
、
更
璧
磯
城
大
工
柴
の
発
達
は
、
知
識
労
働
と
個
体
労
働
と
の
対
立
を
止
揚
し
て
、
 
 

繚
合
扱
術
教
育
を
要
求
す
る
よ
う
覧
る
ナ
㌻
を
述
べ
た
。
こ
の
場
合
、
生
産
関
係
の
側
面
は
抽
象
さ
れ
て
い
た
か
、
或
ほ
生
産
打
と
 
 

生
産
関
係
と
の
統
⊥
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
生
産
力
と
生
産
関
係
が
一
致
し
、
調
和
し
て
、
矛
盾
の
存
在
し
な
い
側
面
に
お
い
て
考
察
 
 

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
ゝ
で
は
、
生
産
関
係
と
対
立
し
、
矛
原
す
る
側
面
が
問
題
と
な
る
。
 
 
 

さ
て
、
資
本
が
、
労
働
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
職
葵
教
育
を
要
求
す
か
の
は
資
本
の
立
場
か
ら
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
頑
 
 

が
、
問
題
ほ
、
そ
の
慧
の
資
至
荒
性
格
、
す
な
わ
ち
資
本
の
慧
と
し
て
の
独
白
な
性
格
の
な
か
監
る
。
す
な
わ
ち
、
槻
械
 
 

火
工
菜
の
資
本
形
態
の
下
で
は
、
知
戯
労
働
と
肉
体
労
働
、
熟
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
と
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
′
こ
の
経
済
 
 

的
基
盤
に
基
い
て
、
資
本
の
職
糞
教
育
に
対
す
る
要
求
ほ
、
次
の
二
つ
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
位
、
資
本
の
職
葵
教
育
軋
対
す
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
、
、
 
る
要
求
は
、
知
識
労
働
者
、
熱
紋
虜
働
著
の
養
成
V
換
言
す
れ
ば
、
指
導
署
の
養
成
砿
露
点
を
む
け
る
よ
う
に
な
る
∵
第
二
に
、
資
本
 
 

モ
′
テ
ク
ー
】
ズ
ム
 
 

ほ
労
働
者
の
教
育
に
、
単
科
捜
術
教
育
を
要
求
す
る
傾
向
を
持
つ
′
。
次
に
欝
忘
点
を
具
体
的
に
賢
て
み
よ
う
。
 
 
 

先
ず
、
職
菜
教
育
が
、
労
働
の
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
、
資
本
の
立
場
か
ら
襲
来
さ
れ
る
こ
と
は
、
各
国
の
職
業
教
育
わ
発
達
史
 
 
 

三
劇
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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三
二
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
画
号
 
 

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ち
磯
城
大
工
業
の
成
立
期
濫
あ
っ
て
は
、
労
働
手
段
が
単
純
で
あ
り
、
扱
術
が
未
発
達
で
 
 

あ
っ
た
の
で
、
労
働
者
に
科
学
技
術
的
な
操
作
や
、
そ
の
知
識
。
熟
練
を
賓
求
す
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
労
働
の
生
産
性
が
ま
だ
手
工
業
 
 

酌
な
熟
練
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
中
世
的
職
業
教
育
す
な
わ
ち
手
工
業
的
熟
練
え
の
襲
求
も
大
き
か
っ
、
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
審
惜
を
示
す
一
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
山
九
〇
二
年
の
ア
ン
ケ
ー
ー
（
フ
ラ
ン
ス
で
「
最
高
労
働
会
議
常
澄
委
員
会
」
が
「
労
 
 

働
監
督
部
と
仙
し
よ
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ユ
で
は
、
徒
弟
削
度
の
没
落
が
、
全
生
産
に
手
ひ
ど
く
反
響
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
た
 
 

（
2
8
）
 
 

ヱ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
同
様
な
現
象
ほ
そ
の
他
の
国
々
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
工
業
の
強
味
ほ
 
 

熟
練
労
働
者
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
中
世
の
手
工
業
ギ
ル
ド
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
昔
の
削
度
の
継
続
 
 

（
2
9
）
 
 

に
よ
る
ド
右
ツ
徒
弟
制
度
の
賜
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
叉
、
我
が
国
の
明
治
時
代
の
初
期
の
学
校
に
お
け
る
職
業
教
育
不
振
の
原
 
 

へ
3
〇
一
 
 

因
も
、
∵
つ
は
、
手
土
業
的
熟
練
や
徒
弟
教
育
え
の
依
存
性
が
強
か
っ
た
為
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
然
し
、
磯
械
大
工
菓
の
発
展
と
生
 
 

産
技
髄
の
発
途
は
次
第
に
近
代
的
後
衛
教
育
を
夢
来
し
ほ
じ
や
た
。
近
代
的
技
術
教
育
の
初
期
形
態
は
、
各
国
に
お
い
て
産
業
革
命
の
 
 

（
3
1
）
 
 

覚
成
し
た
十
九
世
紀
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
産
柴
草
命
が
最
も
早
く
お
こ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
ほ
、
一
入
〇
〇
年
に
閑
好
さ
 
 

れ
た
、
バ
ー
ク
ペ
ッ
ク
（
G
．
詳
旨
訂
c
k
）
を
中
心
と
す
る
撥
械
工
講
習
所
運
動
 
（
詳
c
訂
n
i
c
㌔
Ⅰ
悪
賢
u
t
i
昌
M
。
諾
m
昌
t
）
 
を
あ
げ
 
 

（
3
2
）
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
運
動
は
、
白
然
科
学
の
知
識
と
、
そ
の
生
産
え
の
適
用
と
を
教
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
 
 

イ
ギ
り
ス
匿
お
い
て
も
次
第
に
発
展
し
、
、
さ
ら
に
外
国
に
も
伝
わ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
主
賓
郡
市
軋
も
、
こ
れ
と
類
似
の
講
習
所
が
出
 
 

（
3
3
）
 
 

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
・
学
校
に
お
け
る
職
紫
教
育
の
繭
芽
的
な
例
ほ
既
に
十
八
世
紀
か
ら
み
ら
れ
る
。
例
 
 

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
単
軌
彫
刻
院
が
二
ハ
四
八
年
に
、
橋
梁
翰
道
路
建
設
に
必
襲
な
扱
師
の
訓
練
の
為
の
学
校
北
山
七
四
七
年
に
、
鉱
山
 
 

学
校
ほ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
に
、
有
名
な
工
業
学
校
は
一
七
九
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
て
い
る
。
然
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
職
業
教
育
が
 
 

企
画
的
に
蚤
祝
さ
れ
ほ
じ
め
た
の
ほ
や
は
り
十
九
世
紀
転
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
年
で
、
特
に
鷺
葵
な
出
来
事
は
、
一
八
六
三
年
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



軋
な
っ
て
、
捜
術
教
育
の
調
査
の
た
め
に
官
設
の
「
技
術
教
育
要
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
、
大
玉
年
に
ほ
、
そ
の
注
目
す
べ
き
報
告
雷
 
 

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
報
告
番
の
中
で
は
、
「
職
場
に
お
け
る
教
育
の
主
目
的
ほ
、
磯
城
操
縦
者
で
ほ
な
く
し
て
、
仝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

3
4
）
 
 

面
的
に
発
達
し
た
機
械
工
（
a
干
さ
喜
d
m
e
c
訂
旨
0
0
）
を
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
．
生
産
力
の
発
展
が
 
 

早
く
も
、
次
第
に
綜
合
駒
技
術
教
育
を
箪
求
し
は
じ
め
て
い
る
一
つ
の
徴
候
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
職
業
教
 
 

育
が
、
そ
の
当
時
既
に
、
す
ぐ
れ
た
技
術
教
育
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
は
、
′
扱
術
数
育
と
い
え
は
、
単
に
徒
弟
 
 

訓
練
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
披
術
教
育
は
、
単
に
徒
弟
に
辛
党
の
熟
練
を
得
さ
せ
る
学
校
と
い
う
風
に
考
え
ら
れ
て
い
 
 

た
。
り
山
八
七
三
年
か
ら
」
八
九
九
年
紅
わ
た
っ
て
、
パ
リ
市
内
に
設
立
さ
れ
た
技
術
学
校
は
、
最
初
ほ
い
づ
れ
も
そ
う
し
た
学
校
で
あ
 
 

∴
．
∵
 
 

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ろ
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
職
菜
教
育
の
露
頭
の
時
代
狩
あ
っ
て
、
資
本
の
職
葵
教
育
に
対
す
る
妥
求
の
独
自
的
性
格
の
第
劇
は
、
上
述
の
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

熟
練
労
働
者
、
示
談
労
働
者
、
す
な
わ
ち
、
指
導
者
養
成
を
盟
硯
す
る
と
い
う
性
格
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
ほ
各
国
に
お
い
て
み
ら
れ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

3
6
）
 
 

が
、
特
に
顕
著
で
あ
ヶ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
叉
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
扱
術
教
育
の
主
流
は
、
徒
弟
職
工
の
教
 
（
 

3
7
）
 
 

育
よ
り
は
、
む
し
ろ
幹
部
工
或
ほ
技
術
者
た
ら
ん
と
す
る
者
の
教
育
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
、
熟
練
エ
、
及
び
酪
場
監
督
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

3
8
）
 
 

の
養
成
訓
練
は
急
務
中
の
急
務
と
さ
れ
て
、
一
議
の
関
心
が
集
中
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
例
と
し
て
も
、
明
治
十
八
 
（
 

3
9
）
 
 

年
の
エ
部
大
学
校
の
設
立
日
榛
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
指
導
者
養
成
の
盈
硯
と
い
う
資
本
の
要
求
の
独
自
的
性
 
 

格
は
、
次
の
言
っ
の
点
に
お
い
て
、
資
本
に
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
労
働
の
生
産
性
の
向
上
で
あ
り
、
そ
 
 

の
二
は
、
労
働
力
の
価
値
の
低
下
、
す
な
わ
ち
繋
銀
の
下
落
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
 
 

か
が
、
常
に
、
そ
の
三
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
分
裂
を
も
た
ら
し
、
労
働
者
階
級
の
カ
を
弱
め
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
 
 

る
。
何
故
な
れ
ば
、
熟
練
労
働
者
、
知
識
労
働
者
を
養
成
し
ノ
、
一
般
労
働
者
に
対
し
て
等
級
的
に
編
成
す
る
と
き
ほ
、
彼
等
は
労
働
者
 
 
 

三
三
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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三
田
 
 

第
二
十
五
巻
 
第
四
号
 
 

費
族
ぺ
A
r
i
s
t
O
k
r
a
t
旦
〉
を
形
成
す
る
か
ら
で
み
る
。
資
本
家
ほ
、
高
い
捜
術
教
育
を
受
け
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、
相
対
的
に
高
い
賃
 
 

銀
を
支
払
い
、
特
権
的
な
地
位
に
つ
か
せ
る
だ
け
で
ほ
な
く
、
利
潤
分
配
に
あ
づ
か
ら
せ
て
、
労
働
者
の
利
益
と
資
本
家
の
利
益
と
を
 
 

結
び
つ
け
よ
う
と
努
力
す
る
の
で
、
彼
等
の
心
理
に
は
資
本
家
的
心
理
が
魔
え
つ
け
ら
れ
、
彼
等
の
利
益
ほ
、
労
働
者
階
級
全
体
と
し
 
 

て
の
利
益
と
相
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
階
級
的
に
分
割
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
例
と
し
て
、
労
働
者
資
放
の
 
 

間
で
ト
レ
イ
ド
。
ユ
ニ
オ
ン
を
細
粒
し
買
い
た
イ
ギ
Ⅵ
ノ
ス
の
労
働
者
貴
族
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
叉
、
こ
の
労
働
者
貴
族
の
階
層
 
 

は
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
タ
リ
ー
で
は
、
全
工
場
労
働
者
の
四
分
の
一
を
占
め
、
フ
ラ
ン
ス
で
ほ
、
こ
れ
よ
り
少
か
っ
た
と
い
 
 

（
4
0
）
 

わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
指
導
者
養
成
偏
忍
の
資
本
の
要
求
、
す
な
わ
ち
、
生
産
関
係
か
ら
の
要
求
が
、
生
産
力
の
廣
求
と
〓
歎
 
 

す
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
た
い
。
横
械
大
工
柴
の
未
発
達
の
時
代
に
あ
っ
て
ほ
、
労
働
者
に
対
す
る
教
育
も
、
政
敵
教
育
の
要
求
が
 
 

な
お
強
く
、
本
格
的
な
技
術
教
育
の
要
求
は
、
相
対
的
に
低
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
ほ
、
指
導
者
、
す
な
わ
ち
、
枚
 
 

術
者
の
養
成
に
露
点
を
注
い
で
、
生
産
技
術
の
革
新
を
は
か
る
こ
と
は
、
生
魔
力
の
封
建
を
阻
馨
し
、
生
産
力
の
要
求
と
矛
盾
す
る
点
が
 
 

少
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
機
械
大
工
菜
が
発
展
し
、
次
第
に
扱
術
的
構
成
も
高
て
な
り
、
生
産
技
術
も
複
雑
に
な
っ
て
 
 

く
る
と
、
扱
髄
教
育
の
地
位
は
益
々
後
退
し
、
労
働
者
に
対
す
る
技
術
教
育
の
要
求
ほ
、
益
々
大
き
ぺ
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
 
 

り
、
．
労
働
の
生
産
性
を
向
上
せ
し
め
、
社
富
的
生
産
力
を
増
大
せ
し
め
る
に
ほ
、
労
働
者
金
紋
の
捜
術
能
力
を
、
労
働
者
階
級
全
体
と
 
 

し
て
の
技
術
教
育
の
一
般
的
水
準
を
向
上
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
機
械
大
工
業
の
か
ゝ
る
発
展
段
階
に
 
 

お
い
て
も
、
な
お
資
本
の
要
求
が
、
指
導
者
の
養
成
の
み
を
偏
重
す
る
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
生
産
力
の
薮
求
と
矛
盾
し
、
生
産
力
彷
 
 

発
展
を
阻
奪
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
資
本
の
職
蔑
教
育
に
対
す
る
賓
求
の
独
菖
的
性
格
の
第
二
ほ
．
、
上
や
述
べ
た
如
く
単
科
技
術
教
育
の
要
求
で
あ
．
る
。
然
し
こ
の
単
科
技
 
 

術
教
育
の
問
題
は
、
職
柴
教
育
と
一
級
教
育
と
の
関
取
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
塵
妥
な
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
既
た
紙
数
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極
め
て
概
観
的
で
は
あ
る
が
、
以
上
に
お
い
て
、
生
産
力
の
視
点
か
ら
、
職
業
教
育
の
歴
史
的
発
展
の
考
察
を
試
み
た
。
現
実
の
職
 
 

柴
教
育
は
、
こ
～
で
と
り
あ
げ
た
生
産
力
お
よ
び
、
生
産
関
係
以
外
に
、
政
治
、
文
化
、
そ
の
他
の
諸
領
域
か
ら
種
々
の
規
定
を
受
け
 
 

て
い
む
で
あ
ろ
う
。
然
し
本
稿
で
は
、
こ
れ
ト
の
諸
領
域
か
ら
の
規
定
が
、
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
何
故
な
れ
 
 

ば
山
、
職
柴
教
育
を
規
定
す
る
最
も
基
本
的
な
範
囁
は
、
生
産
力
で
あ
り
、
職
菓
教
育
の
論
議
も
、
生
産
力
の
発
展
段
階
に
即
し
て
行
わ
 
 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
他
日
、
か
ゝ
る
磯
舟
に
た
っ
て
一
般
教
育
と
職
柴
教
育
と
の
関
聯
の
問
題
を
考
察
し
 
 

て
み
た
い
と
思
う
。
（
究
）
 
 

も
相
当
潜
ん
だ
の
で
、
こ
ゝ
で
は
割
愛
し
て
職
菜
教
育
と
一
般
教
育
と
の
問
題
を
考
察
す
る
横
合
に
、
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
て
み
た
 
 

い
と
思
う
。
 
 
 

以
上
、
近
代
の
職
業
教
育
の
考
察
を
変
約
す
る
に
、
近
代
の
職
柴
教
育
の
本
質
ほ
、
中
世
的
技
能
教
育
で
は
な
く
し
て
、
故
術
教
育
 
 

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
然
も
次
第
に
発
展
す
る
生
産
力
の
要
求
は
、
綜
合
朝
技
術
教
育
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
然
る
に
生
産
国
係
 
 

か
ら
の
規
定
、
す
な
わ
ち
、
資
本
の
襲
求
は
、
■
方
で
は
、
一
般
教
育
を
否
定
し
、
他
方
で
は
、
資
本
の
た
め
の
職
業
教
育
を
要
求
す
 
 

る
b
で
あ
く
を
が
、
そ
の
職
菓
教
育
の
要
求
に
あ
っ
て
は
、
指
導
者
養
成
の
備
重
、
及
び
、
単
科
故
術
教
育
の
寮
求
と
い
う
特
徴
を
持
っ
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
力
の
襲
求
と
、
生
産
関
係
の
要
求
と
の
関
聯
、
特
に
両
者
の
矛
盾
・
対
立
の
側
面
を
究
明
す
る
こ
と
 
 

が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
何
故
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
ほ
、
職
菜
教
育
の
正
し
い
位
置
を
、
生
産
力
の
要
求
に
適
合
し
、
生
産
力
の
発
留
 
 

を
助
長
せ
し
め
を
と
こ
ろ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
ク
ル
ブ
ス
カ
ヤ
「
国
民
と
生
産
教
育
」
一
九
山
七
年
 
勝
田
昌
二
訳
一
〇
一
貫
 
 

（
エ
 
星
野
芳
郎
「
技
術
論
ノ
ー
ユ
昭
和
二
十
三
年
 
七
四
頁
 
＼
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
 
 

三
五
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（
3
）
 
武
谷
三
男
「
弁
証
法
の
諸
問
題
」
昭
和
二
十
一
年
 
仙
四
七
貫
 
 

（
4
）
 
M
a
H
舛
‖
 
D
a
¢
声
名
l
t
a
】
・
H
〉
 
S
．
∽
－
∽
 
 

（
5
）
、
、
芽
↓
汽
M
i
s
㌣
e
d
e
－
a
p
≡
。
笠
寺
e
u
－
∞
男
山
相
同
訳
 
岩
波
文
膵
版
一
六
一
貫
 
 

（
6
）
 
A
●
 
C
O
旨
。
n
‥
D
の
l
㌢
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 
p
r
O
訂
冨
。
n
n
阜
 
N
 
a
u
s
g
・
P
a
r
i
s
）
－
0
0
豊
｝
 
S
・
筈
（
才
㌻
↓
舛
‥
D
a
0
0
困
a
p
i
t
a
l
■
－
〉
 
S
●
 
巴
∽
よ
り
）
 
 

（
7
）
 
ク
ル
ブ
ス
カ
ヤ
 
前
掲
宙
 
八
八
1
八
九
頁
 
 

（
8
）
 
矢
川
徳
光
「
ソ
グ
エ
ー
教
育
学
の
展
開
」
昭
和
二
十
五
年
 
六
七
頁
、
な
お
、
ポ
リ
テ
フ
ェ
ズ
ム
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
第
二
肇
を
参
 
 
 

照
さ
れ
た
い
。
 
 

（
9
）
 
M
a
r
㌍
 
M
昔
㌣
¢
d
の
l
a
 
p
g
◇
S
O
p
h
i
e
－
山
村
訳
 
山
大
十
貫
参
照
 
 

（
1
0
）
 
M
a
r
㌍
 
D
a
0
0
六
a
p
i
t
a
－
．
Ⅰ
∵
S
．
．
巴
N
 
 

（
1
1
）
 
M
a
r
舛
‥
a
．
a
．
〇
．
S
．
．
巴
ひ
 
 

（
1
2
）
 
学
校
教
育
に
関
す
る
理
論
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
で
は
、
細
谷
俊
夫
「
技
術
教
育
」
昭
和
十
入
牢
 
六
三
頁
以
下
参
照
 
 

（
望
 
学
校
数
宵
が
産
業
革
命
以
前
に
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
中
世
に
お
い
て
も
種
々
の
学
校
教
育
が
み
ら
れ
局
。
た
ゞ
職
乗
数
育
機
関
 
 
 

と
し
て
学
校
が
重
現
さ
れ
を
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
登
場
し
た
の
は
、
機
械
大
工
共
成
立
の
前
後
か
ら
で
あ
る
。
中
世
の
、
或
い
は
、
産
業
革
命
以
 
 

前
の
学
校
数
胃
軋
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
細
谷
俊
夫
「
近
代
社
会
の
教
育
」
 
昭
和
二
十
七
年
 
二
〇
寅
1
二
四
貰
 
F
．
E
b
：
n
d
 
C
．
牒
．
 
 
 

A
岩
〇
一
っ
。
。
d
‥
T
訂
ロ
i
芝
O
r
y
 
a
n
d
コ
ー
i
－
O
S
O
冨
冥
○
【
E
d
l
l
C
a
t
i
名
A
n
c
－
昌
軒
a
n
d
冨
e
d
i
e
志
－
）
－
若
か
〉
 
P
”
∞
－
＝
【
 
R
．
F
．
u
u
t
t
）
 
A
 
C
已
t
弓
a
－
 
 
 

H
i
s
t
O
T
y
 
O
【
E
d
宍
芸
O
n
｝
－
富
べ
・
吋
・
N
∽
竺
f
参
照
 
 

（
1
4
）
 
M
a
r
x
‥
a
●
a
●
○
●
 
S
●
＿
岩
l
ム
ー
P
 
 

（
1
5
）
 
Ⅰ
・
L
 
R
a
已
e
誉
ぎ
邑
i
害
a
l
E
d
u
c
a
t
i
。
n
）
・
E
g
首
。
p
監
i
a
。
：
訂
S
旨
a
I
一
S
c
き
C
Q
註
t
已
b
↓
S
巴
－
i
g
m
岩
〉
－
器
㌢
ぎ
〓
∽
．
呵
．
N
㌶
 
 

（
空
 
慈
尊
学
校
に
つ
い
て
、
マ
ン
ド
ゲ
イ
ル
（
声
M
a
n
d
乱
〓
エ
は
そ
の
設
立
熟
め
真
因
が
英
国
教
会
の
教
勢
強
化
に
在
る
と
み
で
、
大
い
に
批
 
 
 

第
〓
十
五
巻
 
第
四
骨
 
 

三
六
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判
し
て
い
る
。
（
上
田
辰
之
助
「
蜂
の
寓
話
」
昭
和
二
十
五
年
一
∴
ハ
二
見
以
下
参
照
）
 
 

（
1
7
）
 
細
谷
俊
夫
「
近
代
社
会
の
教
育
」
一
九
頁
1
二
四
貢
参
照
 
 

（
鱒
）
 
F
．
E
点
e
首
D
i
e
 
L
a
g
e
 
d
e
巧
a
r
b
e
計
n
d
e
n
空
a
s
笛
・
n
E
n
g
l
昌
d
■
－
0
0
ぶ
 
マ
ル
エ
ソ
選
集
 
補
巻
二
 
〓
三
〇
頁
 
 

（
1
9
）
 
F
◆
 
E
n
g
e
l
s
‥
a
．
a
．
〇
■
 
同
上
訳
書
 
二
〓
九
頁
 
 

（
2
0
）
 
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
眉
僻
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
「
ハ
ー
、
、
、
ソ
ガ
ム
で
は
、
五
才
か
ら
十
五
才
ま
で
の
子
供
の
半
数
以
上
が
ど
ん
な
種
類
の
 
 
 

学
校
に
も
通
学
し
て
い
な
い
。
」
と
い
わ
れ
る
。
（
同
上
駅
啓
 
三
〇
」
貢
）
 
 

八
2
1
）
 
当
時
の
工
場
立
法
正
つ
い
て
ほ
、
L
琵
○
首
c
t
i
諾
0
0
a
n
d
ヲ
㌻
－
e
m
s
。
f
ぎ
c
a
－
i
昌
a
l
E
d
宍
a
－
i
芦
罵
“
0
0
ト
や
 
参
照
 
 

（
2
2
）
 
F
…
E
n
笥
－
s
‥
a
－
a
●
○
■
 
同
上
訳
書
一
一
七
一
貫
 
 

（
2
3
）
 
海
後
膠
雄
「
教
育
社
会
学
の
構
想
」
昭
和
二
十
五
年
 
九
六
貢
参
照
 
 

（
2
4
）
 
細
谷
俊
夫
「
近
代
社
会
の
教
育
」
四
二
頁
 
 

（
警
 
l
・
S
・
買
＝
‥
冒
n
c
i
p
l
認
。
代
署
i
t
i
邑
E
。
。
n
づ
Y
監
・
ど
已
。
n
こ
0
0
怠
二
、
。
L
 
I
u
増
小
藍
 
 

（
2
6
）
 
T
．
H
O
d
讐
k
i
n
‥
L
a
b
O
喜
d
e
f
昌
d
監
a
g
a
i
n
s
ニ
訂
c
－
a
i
m
s
。
【
C
a
p
i
邑
e
t
c
・
〉
L
。
n
d
。
ロ
・
－
0
0
ぶ
 
P
“
g
 
 

（
2
7
）
 
M
a
買
‥
ひ
a
s
内
a
p
i
t
a
L
 
申
｝
S
．
“
㍍
砧
 
 

（
鯛
）
 
ク
ル
ブ
ス
カ
ヤ
「
国
民
と
生
産
教
育
」
劇
〇
二
貞
、
仙
〇
八
貢
 
 

（
讐
 
協
調
全
訳
「
徒
弟
制
度
ど
技
術
教
育
」
昭
和
十
年
 
山
五
二
頁
参
照
 
 

（
3
0
）
 
静
水
幾
太
郎
「
教
育
論
」
昭
和
二
十
五
年
 
ふ
四
五
頁
参
照
 
 

（
警
 
此
の
点
匿
っ
い
一
て
は
、
上
掲
の
C
・
A
・
B
昌
n
e
－
の
論
文
及
び
細
谷
俊
夫
「
技
術
教
育
」
の
ほ
か
に
、
高
師
広
百
「
職
業
教
育
の
系
譜
」
（
産
業
 
 
 

教
育
 
昭
和
〓
十
大
年
八
月
号
 
五
頁
以
下
）
を
参
照
。
 
 

（
讐
 
1
e
e
‥
O
b
j
e
c
－
i
讃
a
n
d
憎
r
O
冨
m
s
。
叫
ぎ
c
a
l
i
呂
a
l
E
d
u
c
a
－
－
名
㍉
句
・
－
？
細
谷
俊
夫
「
技
術
教
育
」
八
大
頁
参
照
。
 
 
 

三
七
 
 
 

職
業
教
育
の
歴
史
的
基
礎
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第
二
十
五
巻
 
欝
四
号
 
 

三
八
 
 

（
讐
 
カ
ー
ラ
イ
ル
（
T
・
C
a
r
盲
）
 
ラ
ス
キ
ン
（
l
・
R
u
s
k
i
n
）
の
主
張
に
も
と
づ
く
美
術
工
芸
運
動
（
甘
s
a
n
d
C
r
a
ぎ
M
3
、
m
e
n
t
）
も
当
 
〟
 
 
 

時
に
発
生
し
た
運
動
で
あ
る
が
、
こ
の
意
図
は
、
労
働
者
を
機
械
化
に
伴
う
弊
害
か
ら
解
放
し
ょ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
近
代
的
職
業
教
育
 
 
 

の
積
極
的
な
運
動
と
は
異
っ
て
い
る
。
 
 

（
3
4
）
 
L
e
穴
∴
b
i
d
．
憎
．
－
∽
 
 

（
3
5
）
 
協
調
会
 
上
掲
番
 
七
八
頁
参
照
 
 

（
3
6
）
 
細
谷
俊
夫
「
技
術
教
育
」
 
仙
0
0
頁
1
一
〇
〓
早
参
照
 
 

（
3
7
）
 
協
調
会
 
上
掲
啓
 
三
三
頁
 
 

（
3
8
）
 
同
者
 
三
一
六
頁
 
 

蒜
）
 
滑
水
幾
太
郎
「
教
育
儲
」
山
四
八
眉
 
 

（
讐
 
ク
ル
ブ
ス
カ
ヤ
「
国
民
と
生
産
数
育
」
 
〓
二
頁
参
照
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